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[表紙の写真] ３０歳代前半の野村胡堂です。
「銭形平次捕物控」の作者であり、「あらえびす」
のペンネームでレコード音楽評論家としても活
躍。晩年、私財を投じて返済不要の野村学芸財
団を創設。紫波町最初の名誉町民です。

こ  どう

14 金山と隠れ切支丹
 佐比内でトレッキング
15 新緑の自然に囲まれて
 東根山登山

14 金山と隠れ切支丹
 佐比内でトレッキング
15 新緑の自然に囲まれて
 東根山登山

16 町の安心担う消防団
 各種訓練を披露
19 放射性物質の検査結果
21 豊かな公が息づくまち

16 町の安心担う消防団
 各種訓練を披露
19 放射性物質の検査結果
21 豊かな公が息づくまち

24 健やかランド紫波
26 町の話題
32 シリーズ行ってみよう
 紫波の伝統食を作る「赤飯」「煮しめ」

24 健やかランド紫波
26 町の話題
32 シリーズ行ってみよう
 紫波の伝統食を作る「赤飯」「煮しめ」

今年
で１
３０歳

になりま
す 野村胡堂・あらえびす



読
む・

聴
く・つ
な
ぐ

胡
堂
さ
ん

野村胡堂
生誕130年
記念特集

　
皆
さ
ん
は
、銭
形
平
次
を
ご
存
じ
で

す
か
。平
次
親
分
が
投
げ
銭
で
悪
人
を

成
敗
し
、や
む
に
や
ま
れ
ず
過
ち
を
犯

す
人
を
許
す
物
語
で
す
。テ
レ
ビ
の
時

代
劇
で
知
る
人
も
多
い
の
で
は
。こ
の

物
語
の
原
作『
銭
形
平
次
捕
物
控
』は
、

名
誉
町
民
野
村
胡こ

ど
う堂

の
代
表
作
。大
衆

文
芸
と
し
て
戦
前
戦
後
の
日
本
中
を
と

り
こ
に
し
た
名
作
で
す
。

　
そ
の
胡
堂
が
旧
大
巻
村
に
生
ま
れ
て

か
ら
、今
年
で
１
３
０
年
。こ
の
記
念
す

べ
き
年
に
、い
ま
一
度
、胡
堂
の
軌
跡
を

た
ど
り
、こ
れ
か
ら
先
、私
た
ち
は
胡
堂

を
ど
の
よ
う
に
継
承
す
べ
き
か
、そ
の
ヒ

ン
ト
を
探
し
に
、関
係
す
る
皆
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
偉
人・野
村
胡
堂
と
い
う
よ

り
、私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
胡
堂
さ
ん
と

し
て
、親
し
み
を
こ
め
て
町
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。書斎で執筆に専念する胡堂
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野
村
胡
堂
、本
名
野
村
長お

さ
か
ず一は

、紫
波
町

で
生
ま
れ
育
ち
、上
京
後
、30
歳
を
過
ぎ
て

か
ら
新
聞
社
に
入
社
。「
あ
ら
え
び
す
」の

名
前
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
音
楽
の
紹
介・

評
論
記
事
を
書
き
、「
胡
堂
」の
名
前
で『
銭

形
平
次
捕
物
控
』な
ど
の
小
説
を
執
筆
し

ま
し
た
。そ
の
後
、46
歳
で
新
聞
社
を
辞
め

作
家
を
本
業
と
し
ま
す
。

　

戦
後
の
混
乱
の
中
、知
人
に
出
資
を
嘆
願

さ
れ
、寄
贈
の
つ
も
り
で
購
入
し
た
株
が
思

わ
ぬ
資
産
と
な
り
、そ
の
私
財
を
提
供
し

て
、返
済
不
要
の
学
資
を
援
助
す
る
学
芸

財
団
を
創
立
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
多

く
の
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
現
在
も
存
続

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
10
月
に
生
誕
１
３
０
年
を
迎
え
る

名
誉
町
民
の
胡
堂
さ
ん
。そ
の
生
涯
を
ひ

も
と
き
ま
す
。

生
い
立
ち

　

旧
彦
部
村
で
農
家
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
た
長
一
は
、
少
年
期
は
無
口
で
お
と
な

し
く
、
大
の
読
書
好
き
で
し
た
。
彦
部
、

長
岡
、
乙
部
の
村
長
を
勤
め
た
父
が
所
有

す
る
蔵
書
「
三
国
志
」
「
水す

い
こ
で
ん

滸
伝
」
「
八
犬

伝
」
「
絵
本
太た

い
こ
う
き

閤
記
」
や
黒く

ろ
い
わ
る
い
こ
う

岩
涙
香
の
も
の

な
ど
を
数
限
り
な
く
読
み
、
つ
い
に
土
蔵

の
本
を
読
み
尽
く
す
と
、
寺
や
役
場
の
古

雑
誌
や
古
新
聞
を
探
し
て
読
む
ほ
ど
で
し

た
。
い
じ
め
ら
れ
っ
子
だ
っ
た
長
一
が
一
躍

人
気
者
に
な
っ
た
の
は
、
「
高
等
小
学
校
か

ら
の
帰
り
道
、
読
み
た
め
た
物
語
を
い
じ

め
っ
子
た
ち
に
話
し
て
や
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
」
と
、
後
に
回
想
し
て
い
ま
す
。

（
『
胡
堂
百
話
』
中
央
公
論
新
社
よ
り
）

学
生
時
代

　

盛
岡
中
学
時
代
は
、多
く
の
優
れ
た
友

人
に
出
会
い
ま
し
た
。帝
国
大
学（
現
在
の

東
京
大
学
）進
学
後
も
友
好
関
係
が
続
い

た
言
語
学
者
金
田
一
京
助
や
１
年
下
の
歌

人
石
川
啄
木
を
は
じ
め
、後
に
海
軍
大
将

と
な
っ
た
先
輩
の
米
内
光
政
、同
じ
く
海
軍

大
将
と
な
っ
た
同
級
生
の
及
川
古
志
郎
、旧

赤
石
村
出
身
の
俳
人
岩
動
露
子
な
ど
。大

学
は
、文
科
に
進
み
た
い
長
一
と
、医
科
を

勧
め
る
父
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、母
の
提

案
か
ら
間
を
取
っ
て
法
科
に
進
学
し
ま
す
。

し
か
し「
行
為
を
罰
し
て
動
機
を
罰
し
な

い
」近
代
法
に
納
得
が
い
か
な
い
長
一
に
と
っ

て
は
、退
屈
極
ま
り
な
い
講
義
で
し
た
。そ

れ
で
も
、法
科
で
得
た
知
識
は
、後
の
時
代

小
説
執
筆
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

明
治
15
年（
０
歳
）	大
巻
村
で
誕
生（
本
名
野
村
長お

さ
か
ず一
、

父
野
村
長
四
郎
と
母
マ
サ
の
次

男
）。

明
治
20
年（
５
歳
）	彦
部
尋
常
小
学
校
入
学
。

明
治
21
年（
6
歳
）	橋
本
ハ
ナ
（
後
に
妻
と
な
る
）
が

3
月
18
日
、
彦
部
村
で
誕
生
（
父

亀
太
郎
、
母
タ
ケ
の
次
女
）

明
治
24
年（
９
歳
）	紫
波
高
等
小
学
校
入
学
。
自
宅
全

焼
。

明
治
29
年（
14
歳
）	盛
岡
尋
常
中
学
校
入
学（
後
の
盛
岡

中
学
校・現
盛
岡
第一高
等
学
校
）。

明
治
35
年（
20
歳
）	上
京
し
美
術
学
校
か
文
科
の
進
学
を

志
す
が
、医
科
を
勧
め
る
父
と
意
見
が

合
わ
ず
、２
年
間
浪
人
生
活
を
送
る
。

明
治
37
年（
22
歳
）	母
の
提
案
で
間
を
取
っ
て
法
科
に

進
む
こ
と
で
父
と
妥
協
。（
旧
制
）

第
一
高
等
学
校
入
学
。

明
治
40
年（
25
歳
）	東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学（
現
東

京
大
学
法
学
部
）仏
法
に
入
学
。

明
治
43
年（
28
歳
）	橋
本
ハ
ナ
と
結
婚
。介
添
人
は
金
田

一
京
助・長
沼（
高
村
）智
恵
子
。

	

ハ
ナ
日
本
女
子
大
学
校
を
首
席
卒

業
。胡
堂
の
父
長
四
郎
死
去
。

明
治
44
年（
29
歳
）	長
女
淳あ

つ

誕
生
。東
京
帝
大
退
学
。

明
治
45
年（
30
歳
）	報
知
社（
後
の
報
知
新
聞
社
）入

社
。

大
正
２
年（
31
歳
）	長
男
一
彦
誕
生
。
こ
の
こ
ろ
か
ら

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
魅
せ
ら
れ
、

レ
コ
ー
ド
収
集
に
熱
中
。

大
正
３
年（
32
歳
）	報
知
新
聞
に「
胡
堂
」の
ペ
ン
ネ
ー

ム
で
人
物
評
論『
人
類
館
』を
書

く
。

野
村
胡
堂
の
生
涯

 

無
口
で
お
と
な
し
い
少
年
が
、や
が
て
口
語
体
の
文
章
で
大
活
躍

野
村
胡
堂
略
年
表

昭和11年当時の胡堂の生家

読む・聴く・つなぐ胡堂さん

旧制第一高等学校時代の胡堂（後列中央）
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明
治
43
年
、日
本
女
子
大
学
に
在
学
し
て

い
た
同
郷
の
橋
本
ハ
ナ
と
結
婚
。父
が
他
界

し
、法
科
に
在
籍
し
て
い
る
理
由
を
失
っ
た
長

一
は
、経
済
的
に
も
厳
し
く
、翌
年
、帝
国
大

学
を
退
学
し
ま
し
た
。

新
聞
記
者
か
ら
作
家
へ

　

長
一
30
歳
の
明
治
45
年
５
月
、同
窓
生
を

つ
て
に
報
知
新
聞
社
に
入
社
し
た
長
一
は
、

最
初
は
政
治
部
外
交
を
担
当
。２
年
後
に
社

会
部
に
移
り
、初
め
て「
胡
堂
」の
ペン
ネ
ー
ム

を
使
い
、人
物
評
論『
人
類
館
』を
執
筆（
以

下
、長
一
を
胡
堂
と
表
記
）
。
し
か
し
、酷
評

す
る
内
容
に
、掲
載
さ
れ
た
名
士
た
ち
か
ら

抗
議
が
殺
到
し
、閑
職
に
追
い
や
ら
れ
文
章

を
書
く
こ
と
を
９
年
間
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。

社
会
部
長
を
経
て
、調
査
部
兼
学
芸
部
長

と
な
り
、筆
止
め
が
解
除
さ
れ
る
と
、胡
堂

の
著
書
と
し
て
後
に
処
女
出
版
と
な
っ
た
小

説『
二
万
年
前
』を
報
知
新
聞
に
掲
載
。「
あ

ら
え
び
す
」の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
音
楽
や
美
術
の

記
事
を
書
き
始
め
た
の
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
で

し
た
。昭
和
６
年
、文
藝
春
秋
社
創
刊
の
新

雑
誌『
オ
ー
ル
讀
物
』に
初
め
て『
銭
形
平
次

捕
物
控
』を
執
筆（
以
後
26
年
間
連
載
）。戦

時
下
の
昭
和
17
年
、新
聞
統
合
に
よ
り
報
知

新
聞
社
は
読
売
新
聞
社
と
合
併
。こ
れ
を
機

に
胡
堂
は
辞
職
し
、作
家
と
し
て
専
念
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
評
論

　

当
時
、
日
本
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

聴
く
機
会
が
無
く
、
文
献
に
よ
っ
て
想
像

す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
、
録
音
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
レ
コ
ー

ド
が
輸
入
さ
れ
、
初
め
て
聴
く
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。
そ
の
感
動
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。
胡
堂
は
レ
コ
ー
ド
収
集
に
の
め
り
込

み
、
自
身
の
感
動
を
、
持
ち
前
の
表
現
力
で

記
事
に
し
ま
し
た
。
胡
堂
は
晩
年
こ
う
語
っ

て
い
ま
す
。
「
音
楽
を
愛
す
る
が
故
に
、
私

は
レ
コ
ー
ド
を
集
め
た
。
そ
れ
は
、
見
栄

で
も
道
楽
で
も
、
思
惑
で
も
競
争
で
も
な

か
っ
た
。
未
知
の
音
楽
を
一
つ
一
つ
聴
く
こ

と
が
、
新
し
い
世
界
の
一
つ
一
つ
の
発
見
で

あ
っ
た
。
」
そ
し
て
、
「
私
は
努
め
て
音
楽

愛
を
語
り
、
レ
コ
ー
ド
愛
を
語
る
。
議
論
や

理
屈
は
極
力
避
け
た
つ
も
り
だ
。
そ
れ
は
私

の
柄
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
経
験
を

土
台
に
し
て
書
き
進
ん
だ
。
」
（
『
名
曲
決

定
盤
』
中
央
公
論
新
社
よ
り
）

大
正
４
年（
33
歳
）	ハ
ナ
、母
校
日
本
女
子
大
学
付
属
高

等
女
学
校
に
奉
職
し
家
計
を
守
る
。

大
正
５
年（
34
歳
）	次
女
瓊け

い
こ子

誕
生
。

大
正
９
年（
38
歳
）	３
女
稔と

し
こ子
誕
生
。

大
正
11
年（
40
歳
）	「
あ
ら
え
び
す
」の
署
名
で
音
楽
会
･

展
覧
会
に
関
す
る
記
事
を
書
く
。

大
正
13
年（
42
歳
）	ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
９
交
響
曲
の
レ

コ
ー
ド
を
日
本
人
で
初
め
て
聴
き
、

そ
の
紹
介
･
批
評
記
事
を
書
く
。

昭
和
２
年（
45
歳
）	長
女
淳
死
去
。

昭
和
６
年（
49
歳
）	『
文
藝
春
秋
オ
ー
ル
讀
物
號
』創
刊

号
に『
銭
形
平
次
捕
物
控
』第
１
作

『
金
色
の
處
女
』を
発
表
。

	

あ
ら
え
び
す
の
最
初
の
著
書『
蓄
音

機
と
レ
コ
ー
ド
通
』を
四
六
書
院
か

ら
刊
行
。

	

銭
形
平
次
の
映
画
第
１
作『
振
袖
源

太
』を
松
竹
が
製
作
。

昭
和
９
年（
52
歳
）	長
男
一
彦
死
去
。

昭
和
14
年（
57
歳
）	あ
ら
え
び
す
著『
名
曲
決
定
盤
』中

央
公
論
社
よ
り
刊
行
。

昭
和
15
年（
58
歳
）	次
女
瓊
子
死
去
。

昭
和
17
年（
60
歳
）	報
知
新
聞
社
は
読
売
新
聞
社
と
合

併
。こ
れ
を
機
に
辞
職
。

昭
和
24
年（
67
歳
）	捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
結
成
。会
長
に

就
任
。

昭
和
25
年（
68
歳
）	母
校
彦
部
小
学
校
に
ピ
ア
ノ
購
入

資
金
を
寄
付
。

昭
和
29
年（
72
歳
）	白
内
障
の
た
め
入
院
。右
目
手
術
。

昭
和
30
年（
73
歳
）	再
入
院
。左
目
手
術
。

昭
和
31
年（
74
歳
）	彦
部
公
民
館
に
蔵
書
数
百
冊
を
寄

贈
、「
胡
堂
文
庫
」が
設
け
ら
れ
た

（
後
に
中
央
公
民
館
に
移
管
）。

昭
和
32
年（
75
歳
）	眼
疾
悪
化
の
た
め『
銭
形
平
次
捕
物

控
』の
筆
を
置
く
。（
総
数
３
８
３
編
）

胡堂の旧制一高時代からの親友、辰野隆（フランス文学者・随筆家）の『忘れえぬ
ことども』出版記念にて（後列左端が胡堂）

原敬
たかし

の甥の原達
とおる

（盛岡中学時代の先輩）と胡堂（右）

「
あ
の
森
の 

蔭
に
家
あ
り
き

乙
女
あ
り
き 

山
吹
あ
り
き

五
十
歳
の
昔
」  

野
村
胡
堂

胡堂の生家と周囲の景色（昭和11年）
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野
村
学
芸
財
団

　

昭
和
38
年
２
月
、
胡
堂
は
、
所
有
す
る

ソ
ニ
ー
株
式
約
１
億
円
（
現
在
の
価
値
で
約

４
・
４
億
円（
注
））
を
資
本
に
、
若
い
人
材

育
成
と
新
し
い
文
化
へ
の
助
成
を
目
的
に
、

返
済
不
要
の
奨
学
金
・
助
成
金
を
支
給
す

る
野
村
学
芸
財
団
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
、
親
か
ら
の
仕
送
り
が
途
絶

え
、
大
学
を
中
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
胡

堂
は
、
同
じ
苦
し
み
を
学
生
た
ち
に
経
験

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い
が
あ
り
、
修

学
、
研
修
、
研
究
の
た
め
の
学
資
を
援
助
す

る
た
め
に
私
財
を
投
じ
た
の
で
す
。

　

胡
堂
の
所
有
し
て
い
た
ソ
ニ
ー
株
は
、
戦

後
、
出
資
者
の
見

つ
か
ら
な
い
世
の

中
で
、
ソ
ニ
ー
の

前
身
東
京
通
信
工

業
の
創
業
者
が
、

胡
堂
に
援
助
を

嘆
願
し
た
も
の
で

し
た
。
財
団
は
現

在
も
存
続
し
て
お

り
、
援
助
を
受
け

た
学
生
は
、
現
在
ま
で
に
１
０
０
０

人
を
超
え
て
い
ま
す
。

（
注
）平
成
23
年
消
費
者
物
価
指
数
で
算
出

　

学
部
の
教
授
や
先
輩
か
ら
の
勧
め

も
あ
り
、私
は
現
在
、野
村
学
芸
財

団
の
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
に
１
度
、財
団
の
交
流
会
が
あ

り
、私
も
昨
年
参
加
し
、普
段
は
お

会
い
す
る
こ
と
の
な
い
分
野
の
、芸
術

関
係
の
仕
事
に
携
わ
る
奨
学
生
の
先

輩
や
、財
団
に
出
資
し
て
い
る
会
社
の

取
締
役
な
ど
と
お
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。と
て
も
楽
し
く
貴
重

な
体
験
で
し
た
。ま
た
、財
団
か
ら
受

け
る
援
助
の
お
か
げ
で
ア
ル
バ
イ
ト
に

時
間
を
制
約
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

勉
学
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。胡
堂
さ
ん
が
同
郷
で
大
変
光
栄

で
す
し
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

	

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
約
７
０
０
０
枚
を
東

京
都
に
寄
贈
。

昭
和
33
年（
76
歳
）	第
６
回
菊
池
寛
賞
を
受
賞
。

昭
和
34
年（
77
歳
）	紫
波
町
最
初
の
名
誉
町
民
に
推
挙

さ
れ
る
。

昭
和
35
年（
78
歳
）	紫
綬
褒
章
を
受
章
。

昭
和
38
年（
享
年
80
歳
）

	

紫
波
町
に
記
念
文
庫
を
設
立
。（
運	

営
資
金
２
０
０
万
円
と
著
書
を
寄
贈
）

	

野
村
学
芸
財
団
を
設
立
。

	

４
月
14
日
肺
炎
の
た
め
死
去
。

	

勲
三
等
瑞
宝
章
を
贈
ら
れ
る
。

［
没 

後
］

昭
和
39
年（
没
後
１
年
）	ハ
ナ
は
紫
波
町
に
胡
堂
の
著
書

を
寄
贈
。

昭
和
43
年（
没
後
５
年
）	城
山
公
園
に
歌
碑
が
建
立
さ

れ
る
。

	
	

ハ
ナ
死
去
。（
享
年
80
歳
）

昭
和
45
年（
没
後
7
年
）	日
本
作
家
ク
ラ
ブ（
捕
物
作
家
ク

ラ
ブ
の
後
身
）が
神
田
明
神
境
内

に
銭
形
平
次
記
念
碑
を
建
立
。

昭
和
62
年（
没
後
24
年
）	第
１
回
野
村
胡
堂
顕
彰
施
設
設

立
懇
談
会（
彦
部
地
区
）

平
成
元
年（
没
後
26
年
）		

野
村
胡
堂
顕
彰
懇
談
会（
東
京
）

平
成
３
年（
没
後
28
年
）	彦
部
地
区
野
村
胡
堂
顕
彰
会

発
足

平
成
７
年（
没
後
32
年
）		「
野
村
胡
堂
･
あ
ら
え
び
す
記

念
館
」６
月
10
日
に
開
館

平
成
８
年（
没
後
33
年
）		

野
村
胡
堂・あ
ら
え
び
す
記
念
館

協
力
会
設
立（
顕
彰
会
解
散
）

平
成
22
年（
没
後
47
年
）		

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

野
村
胡
堂
・
あ
ら

え
び
す
記
念
館
協
力
会
発
足

平
成
24
年（
没
後
49
年
）	生
誕
１
３
０
年

軽井沢の別荘にて

「
故ふ

る
さ
と里
の 

春
日
の
丘
に

か
た
く
り
の

む
れ
咲
く
こ
ろ
の

な
つ
か
し
き
か
な
」

　
　

 

野
村
胡
堂

（
城
山
公
園
歌
碑
）
妻ハナと胡堂

読む・聴く・つなぐ胡堂さん

The 
interview
インタビュー

花
篭
　
紘
さ
ん

東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科

物
理
学
専
攻
修
士
２
年

紫波ネット2012 6月号5



　

胡
堂
は
信
仰
心
に
裏
づ
け
ら
れ
た

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た

人
、
自
分
と
同
様
に
隣
人
を
大
事
に
し

た
。
困
っ
て
い
る
人
を
見
る
と
同
情
心
で

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
弱
い
者
に
優
し
く

あ
た
た
か
だ
っ
た
。
信
仰
心
に
篤あ

つ

い
ふ
る

さ
と
、
父
母
の
深
い
愛
情
が
胡
堂
の
心
を

育
て
た
。

　

胡
堂
は
「
人
を
愛
す
る
こ
と
に
人
間
の

美
し
さ
が
あ
る
。
愛
の
極
地
は
人
を
許
す

こ
と
、
許
し
は
つ
ま
ず
い
た
人
を
立
ち
直

ら
せ
前
に
生
き
て
行
く
力
を
与
え
る
」
、

と
人
間
の
美
し
さ
を
小
説
に
表
現
す
る
。

　

こ
の
人
は
平
和
主
義
者
、
加
え
て
、

「
長
い
も
の
に
巻
か
れ
ろ
、
触
ら
ぬ
神
に

祟た
た

り
な
し
」
と
い
う
の
が
大
嫌
い
、
強
い

者
を
恐
れ
な
か
っ
た
人
。

　

10
歳
の
こ
ろ
、父
と
日
詰
で「
前
九
年

の
役
」を
内
容
に
し
た
旅
芝
居
を
見
た
。

安
倍
貞さ

だ
と
う任
が
源
義
家
に
正
体
を
見
抜
か

れ
て「
我
は
ま
こ
と
の
奥
州
の
あ
ら
え
び

す（
都
か
ら
遠
く
中
央
の
支
配
に
服
さ
な

い
東
国
人
）」、と
威
張
っ
た
場
面
に
観
客

の
歓
声
が
あ
が
っ
た
。胡
堂
は
貞
任
の
あ

ら
え
び
す
を
誇
る
気
持
ち
を
胸
に
刻
ん
だ

（
後
に
あ
ら
え
び
す
を
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
、胡

堂
の
胡
も
同
じ
よ
う
な
意
味
）。ま
た
、

祖
母
か
ら
侍
の
横
暴
や
百
姓
一
揆
に
加

わ
っ
た
先
祖
の
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、
侍
を

嫌
っ
て
農
民
の
子
を
誇
る
気
持
ち
に
な
っ

た
。
悪
童
に
い
じ
め
ら
れ
、
旧
制
一
高
で

は
運
動
部
の
学
生
に
殴
ら
れ
て
、
暴
力
を

否
定
し
弱
い
者
に
味
方
す
る
心
を
一
層
強

固
に
し
た
。

　

こ
う
し
た
体
験
か
ら
、
小
説
に
は
、
強

い
者
の
横
暴
や
理
不
尽
に
あ
ら
が
い
弱
者

に
味
方
し
、
社
会
の
不
合
理
を
正
そ
う
と

す
る
作
風
を
土
台
に
据す

え
る
。

　

胡
堂
は
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
完
全
燃

焼
し
た
人
、「
も
う
満
足
」と
い
う
の
が
人

生
の
最
後
の
言
葉
。自
分
を
曲
げ
ず
本

当
に
自
分
が
願
う
も
の
を
追
い
求
め
て
生

き
た「
人
生
の
教
師
」、こ
の
人
の
小

説
に「
人
間
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
」

が
学
べ
る
。

　

佐
比
内
金
山
と
そ
の
周
辺
を
舞
台

に
し
た『
黄
金
呪
縛
』な
ど
ふ
る
さ
と

が
顔
を
出
す
作
品
も
多
い
が
、胡
堂
は

自
分
を
育
て
た
ふ
る
さ
と
を
丸
ご
と
愛

し
た
人
。私
は
生
誕
１
３
０
年
を
迎
え

た
今
、偉
大
な
魂
を
生
ん
だ
紫
波
を
誇

り
た
い
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。

ヘ
タ
な
人
生
論
よ
り

胡
堂
文
学
に
学
べ

―
胡
堂
を
育
て
た
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
―

外﨑 菊敏さん
野村胡堂・あらえびす研究会

『銭形平次捕物控』が掲載されていた『文藝
春秋オール讀物』（右）と『新篇銭形平次捕
物控』（昭和19年 千代田書院発行）

昭和25年に帰省した時の思いが刻まれた生誕120年記念碑（有限会社紫波石材贈）

読
む

寄 

稿
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読む・聴く・つなぐ胡堂さん

　

私
の
祖
母
の
兄
が
胡
堂
さ
ん
で
す
。
晩

年
の
胡
堂
さ
ん
は
体
が
弱
っ
て
い
た
の
で
、

お
世
話
係
が
必
要
で
し
た
。
私
の
姉
が
紫

波
高
校
を
卒
業
後
に
東
京
で
暮
ら
す
胡
堂

さ
ん
の
お
世
話
係
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
も

1
年
ほ
ど
姉
と
一
緒
に
お
世
話
係
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
胡
堂
さ
ん
は
体
格
の

が
っ
し
り
し
た
人
で
し
た
が
、
車
い
す
で
家

の
中
を
移
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

胡
堂
さ
ん
は
、
私
を
「
み
っ
ち
ゃ
ん
」
と

呼
ん
で
、
身
内
な
の
で
、
と
て
も
か
わ
い

が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
優
し

い
人
で
、
怒
っ
た
顔
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
笑
顔
の
絶
え
な
い
人
で
し
た
。

胡
堂
さ
ん
の
食
事
は
と
て
も
質
素
な
も
の

で
、
ぜ
い
た
く
な
食
事
は
し
な
か
っ
た
人

で
す
。
驚
い
た
の
は
書
斎
が
ま
る
で
蔵
の

よ
う
だ
っ
た
こ
と
。
本
が
ぎ
っ
し
り
と
あ
っ

て
、
す
ご
い
な
あ
と
思
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ご

夫
婦
の
仲
の
良
さ
で
す
。
お
二
人
は
寄
り

そ
う
よ
う
に
い
つ
も
一
緒
に
い
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。

　

私
と
胡
堂
さ
ん
と
の
会
話
と
言
え

ば
、
ど
う
し
て
も
故
郷
の
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
の
辺
は
ど
う
な
っ
た
か

な
と
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
夏
、

軽
井
沢
の
別
荘
か
ら
、
林
の
中
を
ぬ

け
て
自
転
車
で
買
い
物
に
行
っ
た
こ

と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後

私
は
郷
里
に
戻
っ
て
結
婚
し
ま
し

た
。
昭
和
39
年
で
し
た
。

　

私
ど
も
の
「
本
の
く
ず
お
か
」
は
、
国

道
４
号
沿
い
に
あ
る
、
文
房
具
も
扱
う
複

合
書
店
で
す
。
一
般
書
籍
、
雑
誌
は
も
ち

ろ
ん
、
郷
土
の
歴
史
に
関
す
る
本
、
農
業

関
係
の
書
籍
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
胡
堂
生
誕
１
３
０
年
を
機
に
胡

堂
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
書
店
内
に
設
け
ま
し

た
。
近
年
は
、
胡
堂
が
紫
波
町
出
身
の
作

家
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
増
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
で
、
良
い
機

会
だ
と
思
い
ま
し
た
。
胡
堂
の
読
者
は
世

代
を
超
え
て
幅
広
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
胡
堂
を
知
り
た
い
と
い
う
読
者
の

要
望
に
応
え
る
よ
う
に
関
連
書
を
整
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
、売
れ
筋
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
、地
元
の
作
家
の
作
品
を
置
く
こ

と
が
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
か
ら
、中
央

の
発
行
本
だ
け
で
な
く
地
元
の
発
行
本
を

積
極
的
に
置
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。胡
堂

さ
ん
は
、も
っ
と
今
以
上
に
紹
介
さ
れ
知
ら

れ
て
い
い
人
だ
と
思
い
ま
す
。工
夫
が
必
要

で
す
ね
。

胡
堂
さ
ん
は
、と
て
も

優
し
い
人
で
、笑
顔
の

絶
え
な
い
人

胡
堂
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
か
ら

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
店
内
に
設
置

店内にある胡堂コーナー

堀切美智子さん
晩年の胡堂さんのお世話係

三女 稔子（右）と軽井沢の別荘にて

葛岡 武男さん
本のくずおか経営

紫波ネット2012 6月号7



　

記
念
館
開
館
時
か
ら
月
一
回
の
ペ
ー
ス

で
開
か
れ
て
い
る
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
も
、

今
年
２
月
に
大
台
の
２
０
０
回
を
迎
え
ま

し
た
。町
内
外
か
ら
熱
心
な
ク
ラ
シ
ッ
ク

フ
ァ
ン
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
の
一
番
の
醍だ

い
ご
み

醐
味

は
、あ
ら
え
び
す
が
実
際
に
聴
い
た
Ｓ
Ｐ
レ

コ
ー
ド
を
、全
く
同
じ
音
で
今
の
私
た
ち
が

聴
け
る
こ
と
で
す
。レ
コ
ー
ド
の
保
存
状
態

も
良
く
、電
気
的
な
音
の
増
幅
も
な
い
究
極

の
ア
ナ
ロ
グ
音
楽
を
聴
い
て
い
る
私
た
ち
は
、

何
と
ぜ
い
た
く
な
存
在
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
第
１
０
７
回
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
作
曲

者
や
演
奏
者
な
ど
の
解
説
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。当
日
の
楽
曲
は
あ
ら
か
じ
め
解
説
者
が

選
び
、半
期
ご
と
に
そ
の
予
定
を
内
外
に
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。私
の
選
曲
コ
ン
セ
プ

ト
は
次
の
二
通
り
で
す
。一
つ
は
、古
今
の
音

楽
史
を
基
と
し
た
著
名
な
作
曲
者
の
楽
曲

を
選
曲
す
る
こ
と
。も
う
一
つ
は
、野
村
あ

ら
え
び
す
が
実
際
に
聴
い
た
レ
コ
ー
ド
の
批

評
･
評
論
を
ま
と
め
た『
名
曲
決
定
盤
』の

中
か
ら
選
曲
す
る
こ
と
で
す
。最
近
は
二
つ

目
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る
選
曲
と
し
、あ
ら
え

び
す
の
音
楽
的
な
完
成
に
直
接
迫
っ
て
い
く

追
体
験
型
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。レ

コ
ー
ド
の
中
に
は
貴
重
な
歴
史
的
名
盤
も

数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。偉
人
伝
に
出
て
く

る
博
愛
の
医
師
シ
ュヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
。彼
は
バッ

ハ
の
オ
ル
ガ
ン
研
究
・
演
奏
の
第
一
人
者
で

も
あ
る
の
で
す
が
、記
念
館
に
は
本
人
演
奏

の
レ
コ
ー
ド
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

米
国
の
ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
が
作
曲
し
演
奏
し
て

い
る『
ラ
プ
ソ
デ
ィ
イ
ン
ブ
ル
ー
』な
ど
お
宝

が
いっ
ぱ
い
で
す
。今
の
時
代
に
あ
ら
え
び
す

の
感
性
を
聴
く
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
で
至

福
の
時
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

「
あ
ら
え
び
す
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」

毎
月
第
3
日
曜
日
、午
後
２
時
～
、野
村

胡
堂・あ
ら
え
び
す
記
念
館
に
て
開
催　

コ
ー
ヒ
ー
代
２
０
０
円

【野村胡堂・あらえびす記念館　あらえびすホール】 壁などに反射した音が何重にも聞こえるフラッターエコーが出ないように、天井の造りにも工夫が見られる

聴
く

今
の
時
代
に
あ
ら
え
び
す
の
感
性
を
聴
く

「
あ
ら
え
び
す
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」

侘美　淳さん
あらえびす

レコードコンサート講師
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当
家
は
ハ
ナ
夫
人
の
姉
ハ
チ
の
直
系
に

当
た
り
、
私
は
、
ハ
チ
さ
ん
の
孫
で
す
。
ハ

ナ
夫
人
は
若
い
こ
ろ
か
ら
ソ
プ
ラ
ノ
で
歌

う
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
胡
堂
さ
ん
が
ク
ラ

シ
ッ
ク
に
夢
中
に
な
っ
て
い
く
過
程
に
は
、

ハ
ナ
夫
人
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
想
像
で
き
ま
す
ね
。

　

私
の
家
系
に
は
「
音
」
に
こ
だ
わ
る
人
が

多
く
お
り
、
私
自
身
も
オ
ー
デ
ィ
オ
マ
ニ
ア

を
公
言
す
る
ほ
ど
音
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
限
ら
な
い
の
で
す

が
、
最
高
の
音
で
聴
き
た
い
の
で
す
。
胡
堂

さ
ん
が
音
に
こ
だ
わ
っ
た
気
持
ち
も
多
少

は
分
か
る
気
が
し
ま
す
。
オ
ー
デ
ィ
オ
マ
ニ

ア
が
高
じ
て
、
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記

念
館
の
建
設
の
際
に
音
響
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
設
計
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

記
念
館
の
音
響
シ
ス
テ
ム
設
計
に
は
、

昭
和
63
年
12
月
か
ら
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

彦
部
公
民
館
で
開
い
て
い
た
「
あ
ら
え
び

す
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
経
験
も
生

か
さ
れ
ま
し
た
。
い
い
音
に
こ
だ
わ
っ
た
胡

堂
さ
ん
の
「
音
の
こ
だ
わ
り
」
を
生
か
し

た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
ア
キ
ュ

フ
ェ
ー
ズ
の
ア
ン
プ
を
活
用
し
た
音
響
シ
ス

テ
ム
に
結
実
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
胡
堂
さ
ん
が
遺の

こ

し
た
ビ
ク
ト
ロ
ー

ラ
・
ク
レ
デ
ン
ザ
は
、
大
正
時
代
に
は
電
蓄

の
王
様
と
言
わ
れ
た
も
の
で
、
当
時
は
家
１

軒
が
買
え
る
値
段
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ぜ

ひ
Ｓ
Ｐ
原
盤
を
ビ
ク
ト
ロ
ー
ラ
で
聴
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。
胡
堂
さ
ん
の
Ｓ
Ｐ
原
盤
の
保

存
状
態
が
優
れ
て
い
る
の
で
、
生
き
た
音
と

は
ど
ん
な
も
の
か
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
す
。

　

野
村
胡
堂
は
昭
和
32
年
、そ
れ
ま
で
30

年
間
に
わ
た
り
収
集
し
て
き
た
レ
コ
ー
ド
の

中
か
ら
、約
７
０
０
０
枚
と
蓄
音
機
な
ど
を

東
京
都
に
寄
贈
し
ま
し
た
。町
は
、野
村
胡

堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
の
開
館
に
伴
い
、

そ
れ
ら
の
移
管
を
東
京
都
に
要
望
し
、平

成
７
年
２
月
に
実
現
。そ
し
て
昨
年
、こ
の

胡
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
補
完
す
る
貴
重
な
レ

コ
ー
ド
が
、新
た
に
横
浜
市
在
住
の
岡
堂
勝

行
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。胡
堂
に
傾

倒
す
る
岡
堂
さ
ん
は
、個
人
輸
入
な
ど
で
日

本
未
発
売
の
貴
重
な
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
含
む

約
５
０
０
０
枚
を
収
集
し
て
お
り
、今
回
、レ

コ
ー
ド
の
輸
送・保
管
庫
建
築
費
用
２
千
万

円
と
と
も
に
お
譲
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
寄

付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
か
ら
託

さ
れ
る
思
い
を
大
切
に
し
、ご
好
意
に
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
Ｓ
Ｐ

レ
コ
ー
ド
は
、同
記
念
館
開
催
の
企
画
展
で

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。開
催
日
が
決
ま
り

次
第『
紫
波
ネ
ッ
ト
』で
も
お
伝
え
し
ま
す
。

橋本 宏巳さん
現代工芸美術家協会東北会会友

陶工房「我夢路」主宰（ハナ夫人のご実家）

胡
堂
さ
ん
の

「
音
の
こ
だ
わ
り
」を

生
か
し「
い
い
音
」が

分
か
る
音
響
シ
ス
テ

ム
を
提
案

記念館でのレコードコンサートは、胡堂が収集した
蓄音機と同型のビクトローラ・クレデンザを使用

胡堂が収集したエジソン式円筒蓄音機

思
い
を
託
さ
れ
た

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々

読む・聴く・つなぐ胡堂さん

あらえびすホールで使用しているス
ピーカー、タンノイ・ウエストミンス
ター・ロイヤル

昨年、記念館の企画展
で公開された岡堂コレ
クションのＳＰレコード

紫波ネット2012 6月号9



　

こ
の
記
念
館
は
、
私
が
7
歳
の
時
に
、

毎
日
通
う
彦
部
小
学
校
の
隣
り
に
開
館
し

ま
し
た
。
「
景
色
の
い
い
広
い
芝
生
で
遊

ん
で
楽
し
か
っ
た
」
初
め
て
記
念
館
を
訪

れ
た
と
き
の
私
の
記
憶
で
す
。
6
年
生
の

時
、
教
育
振
興
運
動
の
一
環
で
、
不
来
方
高

校
音
楽
部
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を

こ
の
記
念
館
で
聴
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の

感
動
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
中
学
卒
業

後
は
、
迷
わ
ず
不
来
方
高
校
に
入
り
、
あ

こ
が
れ
の
音
楽
部
に
。
そ
の
後
、
神
奈
川

県
の
洗
足
学
園
音
楽
大
学
で
学
び
、
子
ど

も
た
ち
に
は
音
楽
の
場
が
大
切
と
い
う
こ

と
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業

後
は
地
元
就
職
と
決
め
て
い
た
の
で
、
帰

郷
し
て
教
員
試
験
を
受
け
た
の
で
す
が
、

実
現
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
す
れ
ば

音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
の
か
。
そ

れ
は
教
員
で
な
く
て
も
で
き
る
の
で
は
。

幼
い
こ
ろ
に
音
楽
と
結
び
つ
け
た
こ
の
記

念
館
な
ら
実
現
で
き
る
。
そ
ん
な
思
い
を

持
っ
て
、
今
、
私
は
、
こ
の
野
村
胡
堂
・
あ

ら
え
び
す
記
念
館
に
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
は
、
何
か
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
あ

げ
た
い
。
学
校
で
は
で
き
な
い
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
記
念
館
で
経
験
し
て
、
将
来
に

つ
な
が
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
将
来
、
若
者
が
町
の
外
に
出
る
こ

と
に
な
っ
て
も
「
私
の
ふ
る
さ
と
は
紫
波
」

と
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
言
う
。
そ
ん

な
人
が
増
え
る
と
い
い
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
親
子
で
ご

来
館
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
協
力

会
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
っ
た
平
成
22
年
4
月

よ
り
、世
話
人
と
し
て
区
長
が
動
く
仕
組
み

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。世
話
人
は
必
ず
し

も
区
長
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
な

ら
誰
で
も
世
話
人
に
な
れ
る
の
で
す
。特
に

若
い
人
た
ち
が
世
話
人
と
し
て
動
く
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
は
、年
に
２
回
、世
話
人
、協

力
会
の
役
員
が
集
ま
り
、今
何
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
、私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
の

か
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。記
念
館
と
地
域

を
つ
な
ぐ
新
た
な
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

胡
堂
さ
ん
を
顕
彰
し
な
が
ら
、胡
堂
さ
ん

に
親
し
み
、胡
堂
さ
ん
を
地
域
に
生
か
し
、

地
域
を
つ
な
ぐ
工
夫
と
は
何
か
を
見
定
め

て
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
事
業
が
で
き
る
こ
と
こ

そ
絶
好
の
機
会（
チ
ャ
ン
ス
）だ
と
思
う
の
で

す
。柔
軟
な
発
想
力
と
能
力
あ
る
人
材
を

生
か
し
て
、県
内
外
に
魅
力
あ
る
顕
彰
館
と

し
て
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

地域を
つなぐ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
個
性
を

生
か
し
た
創
意
工
夫
の

行
動
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

佐々木吉雄さん
野村胡堂・あらえびす記念館

協力会世話人

つ
ぐな

作山 春香さん
NPO法人 野村胡堂・あらえびす
記念館 協力会 学芸員

世代を
つなぐ

記
念
館
で
の
体
験
が

子
ど
も
の
未
来
に

つ
な
が
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
い
い
な

「
皿
ん
こ
や

お
ぢ
の

髪
見
に
ふ
る
さ
と
を

訪
へ
ば
故
里

春
浅
か
り
き
」
野
村
胡
堂

古里の彦部にて。前列左から長女淳、長男一彦、次女瓊
け い こ

子、三女稔
と し こ

子。
2列目左端胡堂、右端ハナ
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県
外
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
に
城
山
公
園

に
あ
る
野
村
胡
堂
さ
ん
の
句
碑
を
ご
案
内
す

る
と
、誰
の
句
碑
な
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
人

が
多
い
よ
う
で
す
。ツ
ア
ー
参
加
者
は
年
配

者
が
多
い
の
で
、銭
形
平
次
の
作
者
と
伝
え

る
と
み
ん
な
す
ぐ
に
理
解
し
て
く
れ
ま
す
。

あ
ら
え
び
す
の
こ
と
も
知
ら
な
い
人
は
多
い

の
で
、胡
堂
と
い
う
人
を
知
って
も
ら
って
、興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
、平
次
と
胡
堂
を
つ

な
げ
る
こ
と
か
ら
案
内
が
始
ま

り
ま
す
。

　

町
内
の
人
た
ち
に
は
、最
初
は

野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念

館
で
開
催
し
て
い
る
レ
コ
ー
ド
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
の
行
事
に
行
っ
て

み
て
、窓
か
ら
見
え
る
景
色
も

楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
案
内
し
て
い

ま
す
。

記
念
館
の
窓
か
ら

見
え
る
景
色
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い

久慈 和子さん
ボランティアガイドしゃ・べーる

案内人

　平成22年4月、「NPO法人野村胡堂・あらえび
す記念館協力会」の初代理事長に就任された澤
口たまみさんに、これからの記念館についてお聞
きしました。

──どのような記念館にしたいとお考えですか？

　理事長に就任以来、胡堂さんと記念館のこと
を考え続けていますが、今以上にもっと親しまれ
愛される記念館にしたいと思います。

──より親しまれるためにどんなことを？

　例えば、記念館の活用内容ですが、胡堂さんを
顕彰する記念館だからといってクラシックにこだ
わらなくてもいいのでは、民謡だっていいと思う
のです。発想は自由でいいのではないでしょうか。
　生物に詳しかったハナさんは、胡堂さんと共
に、虫にも優しいまなざしを注ぐ娘さんを育てて
います。記念館にかぎることなく紫波町という地
域が、日常の中に草花、音楽、生き物がいて、自然
を楽しむ場であり、自然を知る場であったらすば
らしいと思います。

──特にアピールしたいことは？

　記念館から観る夕陽は本当にすばらしい、ぜひ
見にいらしてください。記念館の建つ丘から見渡
すことのできる胡堂さんを育んだ地域の風土も
またアピールできる魅力です。地域が一体となっ
て風土を守り、次世代に伝え、感性を育む場とし
て活用することも考えています。「ここいいね」か
ら始まり、やがて人生を豊かにする記念館とはど
んな施設なのでしょうか。地域の皆さんと一緒に
考えたいと思います。

澤口 たまみさん
NPO法人 野村胡堂・あらえびす

記念館 協力会理事長

胡堂さんを演じて
その後クラシックの
ファンになりました

　

胡
堂
さ
ん
を
演

じ
た
の
は
、平
成
12

年
に
行
わ
れ
た
第
２

回
紫
波
町
民
劇
場
、

胡
堂
と
妻
ハ
ナ
の
純

愛
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
野
村
胡
堂
・
あ
ら

え
び
す
伝
」上
演
で

の
こ
と
で
し
た
。平

成
14
年
の
第
3
回
以

降
、久
し
ぶ
り
に
動
き
出
し
た
今
年
の
第

４
回
町
民
劇
場「
南
部
杜
氏
事
始
め
～
村

井
権
兵
衛
物
語
」上
演
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

当
時
の
私
は
20
歳
過
ぎ
た
ば
か
り
で
し

た
の
で
、幼
少
期
か
ら
ハ
ナ
夫
人
と
結
婚
す

る
ま
で
の
青
年
期
の
胡
堂
さ
ん
を
演
じ
ま

し
た
。役
作
り
の
面
か
ら
ふ
り
か
え
る
と
、

胡
堂
さ
ん
は
好
き
な
こ
と
に
没
頭
す
る
人

と
い
う
印
象
で
し
た
。夢
中
に
な
る
と
わ
れ

を
忘
れ
て
好
き
な
こ
と
に
没
頭
し
て
し
ま

う
の
で
す
が
、そ
の
好
き
な
こ
と
を
楽
し
み

に
終
わ
ら
せ
ず
に
、後
世
に
残
し
た
こ
と
が

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。胡
堂
さ
ん
の
影

響
だ
と
思
う
の
で
す
が
、そ
の
後
ク
ラ
シ
ッ

ク
を
よ
く
聴
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

読む・聴く・つなぐ胡堂さん

参考：http://happy.ap.teacup.com/tamamushi/195.
html#readmore（澤口さんのブログよりプロフィール抜粋）
　エッセイスト、絵本作家。岩手大学農学部で、応用昆虫学を専
攻。虫の代弁者として、虫や自然にまつわる文章を書くととも
に、保育園や幼稚園の子どもたちとの散歩に同行して、野原で
過ごす楽しさを伝えている。1990年、初めてのエッセイ集『虫
のつぶやき聞こえたよ』（白水社）で、第38回日本エッセイストク
ラブ賞を受賞。

「
こ
こ
い
い
ね
」か
ら
始
ま
る

人
生
を
豊
か
に
す
る
記
念
館

の
あ
り
方
を
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
た
い

The 
interview
お聞きしました

藤尾 充さん
町民劇場で胡堂役を熱演

紫波ネット2012 6月号11



　

野
村
長お

さ
か
ず一

氏
は
、明
治
15
年（
１
８
８
２
）

10
月
15
日
に
紫
波
郡
大
巻
村（
明
治
22
年

よ
り
彦
部
村
）に
生
ま
れ
、大
衆
文
学
作

家
野
村
胡
堂
と
し
て
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
黎

明（
れ
い
め
い
）期
に
活
躍
し
た
音
楽
評
論

家
あ
ら
え
び
す
と
し
て
、後
世
に
残
る
輝
か

し
い
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。今
年
で
生
誕

１
３
０
年
を
迎
え
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
胡

堂
の
没
後
32
年
に
当
た
る
平
成
7
年
6
月

に
「
野
村
胡
堂
･
あ
ら
え
び
す
記
念
館
」

が
開
館
し
、
胡
堂
所
蔵
の
書
籍
・
書
画
、
あ

ら
え
び
す
レ
コ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
鑑
賞

が
可
能
と
な
り
ま
し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で

17
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
日
に
お
い
て
も
な
お
全
国
に
多
く
の

胡
堂
フ
ァ
ン
が
存
在
し
、
機
会
を
見
て
は
記

念
館
を
訪
ね
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
深
甚
な

る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

生
誕
１
３
０
年
を
機
に
、
よ
り
い
っ
そ
う

地
域
に
開
か
れ
た
、
世
代
を
超
え
て
親
し

ま
れ
愛
さ
れ
る
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す

記
念
館
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
は
じ

め
協
力
会
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
歩
ん
で
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
を
育
ん
だ
彦
部
の

風
物
に
対
し
て
村
の
為
に
何

ん
の
盡つ

く

す
と
こ
ろ
も
無
かっ
た
自

責
の
念
は
堪
へ
な
い

願
く
は
後
生
子
弟
を
し
て

こ
の
過
を
く
り
返
さ
せ
度
く

な
い
心
持
で
一
杯
で
あ
る

　

昭
和
25
年
５
月

　
　
　

老　

野
村
胡
堂

世
代
を
超
え
て
よ
り

いっ
そ
う
親
し
ま
れ

愛
さ
れ
る
記
念
館
を

め
ざ
し
ま
す

視力が弱まりハナに読み聞かせてもらう晩年の胡堂（昭和34年）

野村 晴一さん
野村胡堂・あらえびす記念館長

　
野
村
胡
堂
を
胡
堂
さ
ん
と
親

し
み
を
込
め
て
呼
ぶ
の
は
、生
誕

の
地
で
あ
る
彦
部
の
皆
さ
ん
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。記
念
館

を
訪
れ
る
全
国
の
胡
堂
フ
ァ
ン

が
胡
堂
さ
ん
と
言
い
ま
す
。実
に

分
か
り
や
す
く
、楽
し
み
な
が
ら

読
む
こ
と
が
で
き
る
胡
堂
さ
ん

の
文
章
に
、作
者
で
あ
る
胡
堂
さ

ん
の
人
柄
が
垣
間
見
え
る
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
学
芸
財
団
設
立
へ
と
導
い
た

博
愛
の
精
神
。文
学
と
音
楽
を
愛

し
た
知
性
と
感
性
。胡
堂
さ
ん

は
人
生
を
豊
か
に
す
る「
生
き

方
」を
私
た
ち
に
示
し
ま
し
た
。

　
胡
堂
さ
ん
を
育
ん
だ
ふ
る
さ

と
を
感
じ
に
、記
念
館
を
訪
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。そ
こ
で
見
え
る
も

の
、聞
こ
え
る
も
の
を
純
粋
に
感

じ
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
町
民
は
、胡
堂
さ
ん
が

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
町
の
風
土
、

そ
し
て
、胡
堂
さ
ん
の
精
神
を
、

誇
り
を
持
っ
て
新
た
な
世
代
に

つ
な
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
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野
村
胡
堂
生
誕

１
３
０
年
記
念
事
業

第
１
回 
企
画
展『
胡
堂
が
さ
さ
え
た
人
々
』

　
野
村
胡
堂
と
つ
な
が
り
の
あ
る
人
々
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、胡
堂
の
人
柄
を
紹
介
。胡

堂
が
故
郷
を
思
う
が
故
に
購
入
し
た
松
本
竣

介
の
絵
画
、舟
越
保
武
の
彫
刻
を
特
別
展
示

し
ま
す
。

■
開
催
期
間

　
６
月
19
日（
火
）～
９
月
30
日（
日
）

■
展
示
内
容

作
家 

江
戸
川
乱
歩
の
肉
声
テ
ー
プ（
胡
堂

の
通
夜
で
思
い
出
を
語
る
乱
歩
）／
画
家 

田た

べ

い

部
井
石せ

き
な
ん南（

原
画
）／
実
業
家 

井い
ぶ
か深

大ま
さ
る（

野

村
学
芸
財
団
会
報
）／
精
神
科
医 

神
谷
美
恵

子（
書
簡
）／
作
家 

藤
倉
四
郎（
胡
堂
が
署
名

し
た
国
旗
）／
画
家 

松
本
竣
介（
絵
画
①「
青
年

〔
未
公
開
作
品
〕」６
月
19
日
～
７
月
31
日
限

定　
絵
画
②「
少
年
」８
月
１
日
～
９
月
30
日

限
定
）／
舟
越
保
武（
彫
刻
８
月
７
日
～
９
月

６
日
限
定
）　
ほ
か

胡
堂
講
座 

第
１
回

講
演
会『
野
村
胡
堂
と
石
川
啄
木
』

■
講
師　
太
田
愛あ

い
と人

氏（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト・牧
師
）

■
日
時　
６
月
24
日（
日
）午
前
10
時
～

■
受
講
料　
一般
３
０
０
円
／
協
力
会

員
１
０
０
円
／
高
校
生
以
下
１
５
０
円

高
橋
克
彦
名
誉
館
長
×
脚
本
家
内
館

牧
子
氏
特
別
対
談

　
当
館
名
誉
館
長
で
あ
る
作
家・高
橋

克
彦
氏
と
脚
本
家・内
館
牧
子
氏
の
特

別
対
談
。息
の
あ
っ
た
お
二
人
の
ト
ー
ク

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
27
日（
土
）午
後
１
時
30

分
～

■
入
場
料　
一般
５
０
０
円（
要
申
込
）

　

特
定
非
営
利
活
動（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）法
人 
野
村
胡
堂・あ
ら
え

び
す
記
念
館
協
力
会
は
、地
域

の
文
化
振
興
と
記
念
館
の
企

画
展
へ
の
参
画
協
力
な
ど
、諸

活
動
の
充
実
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
会
で
す
。協
力
会
の

事
業
は
皆
さ
ん
の
会
費
で
運
営

し
て
お
り
ま
す
。協
力
会
の
活

動
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る

人
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
入
会
特
典
〉

○
入
館
料
の
割
引
→
大
人

１
０
０
円
、小
中
高
生
無
料

（
家
族
全
員
と
同
伴
者
１

人
ま
で
）

○
入
場
料
金
の
割
引
→
記
念

館
で
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
を
会
員
価
格
で
提
供

○
記
念
館
主
催
事
業
の
ご
案

内
→
講
演
会
、講
座
、コ
ン

サ
ー
ト
な
ど

○
会
報
の
配
付

〈
会
費
〉

○
正
会
員

　
個
人　
２
０
０
０
円

　
団
体　
５
０
０
０
円

○
協
力
会
員

　
個
人　
１
０
０
０
円

　
団
体　
３
０
０
０
円

※
正
会
員
は
、総
会
に
出
席
し
運
営
に
参

画
で
き
ま
す
。

※
特
典
は
正
会
員・協
力
会
員
共
通
で
す
。

※
団
体
会
員
は
、会
報
へ
の
広
告
掲
載
と

会
報
発
行
時
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封

で
き
ま
す
。

※
個
人
情
報
は
厳
重
に
管
理
し
、ご
本
人

の
同
意
が
無
い
限
り
第
三
者
に
は
提

供
い
た
し
ま
せ
ん
。

【問合せ】
NPO法人野村胡堂・あらえびす記念館協力会

(野村胡堂・あらえびす記念館内)
〒028-3315 紫波町彦部字暮坪193-1
☎676-6896　FAX676-6897

*kodo-araebisu@town.shiwa.iwate.jp

「野村胡堂・あらえびす
記念館協力会」のご案内

思わずスケッチしたくなるような景観が広がる記念館ギャラリーラウンジ

読む・聴く・つなぐ胡堂さん

■入館料
一般３００円、小中高生１５０円
■開館時間　午前９時～午後４時３０分

（入館は４時まで）
■休館日
毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）、
１２月２８日～１月４日
〈あらえびすホール〉
演奏会や発表会などに利用できます。
収容１２０席。

◇利用日時　午前９時～午後５時
　（月曜日休館）
◇使用料　※冷暖房代別途
　１時間７７０円　（町外１３１０円）
〈展示コーナー〉
野村胡堂の生涯を紹介するパネル展
示コーナー。
〈ギャラリーラウンジ〉
全長２８メートルの窓から見える景色は
壮観。コーヒー１杯１００円

野村胡堂・あらえびす記念館

　
野
村
胡
堂
を
胡
堂
さ
ん
と
親

し
み
を
込
め
て
呼
ぶ
の
は
、生
誕

の
地
で
あ
る
彦
部
の
皆
さ
ん
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。記
念
館

を
訪
れ
る
全
国
の
胡
堂
フ
ァ
ン

が
胡
堂
さ
ん
と
言
い
ま
す
。実
に

分
か
り
や
す
く
、楽
し
み
な
が
ら

読
む
こ
と
が
で
き
る
胡
堂
さ
ん

の
文
章
に
、作
者
で
あ
る
胡
堂
さ

ん
の
人
柄
が
垣
間
見
え
る
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
学
芸
財
団
設
立
へ
と
導
い
た

博
愛
の
精
神
。文
学
と
音
楽
を
愛

し
た
知
性
と
感
性
。胡
堂
さ
ん

は
人
生
を
豊
か
に
す
る「
生
き

方
」を
私
た
ち
に
示
し
ま
し
た
。

　
胡
堂
さ
ん
を
育
ん
だ
ふ
る
さ

と
を
感
じ
に
、記
念
館
を
訪
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。そ
こ
で
見
え
る
も

の
、聞
こ
え
る
も
の
を
純
粋
に
感

じ
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
町
民
は
、胡
堂
さ
ん
が

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
町
の
風
土
、

そ
し
て
、胡
堂
さ
ん
の
精
神
を
、

誇
り
を
持
っ
て
新
た
な
世
代
に

つ
な
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
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佐
比
内
山
ひ
だ
の
会
が
主
催

す
る
歴
史
巡
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ「
佐

比
内
金
山
隠
れ
切
支
丹
物
語
」は

5
月
26
日
、佐
比
内
地
区
に
あ
る

朴ほ
う
の
き
さ
わ

木
沢
、洞
ヶ
沢
な
ど
の
産
金
跡

や
、隠
れ
切
支
丹
の
面
影
を
残
す

遺
跡
を
見
て
歩
く
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。県
内
各
地
か
ら
85
人

が
参
加
、3
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、地

元
住
民
に
よ
る
会
員
ガ
イ
ド
の
案

内
で
約
３
、４
時
間
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

頂
上
付
近
に
は
、金
を
採
掘

し
た
横
穴
や
露
天
掘
り
の
跡
が

残
っ
て
お
り
、往
時
の
面
影
を
目

の
当
た
り
に
し
た
参
加
者
は
、

驚
き
と
感
動
の
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

　

佐
比
内
地
区
は
約
４
０
０
年

前
、南
部
藩
最
大
の
金
の
産
地
で
、

全
国
か
ら
金
山
の
鉱
夫
が
集
い
、

最
盛
期
に
は
1
万
3
千
人
を
数

え
る
ほ
ど
で
し
た
。ま
た
、当
時
弾

圧
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
が

素
性
を
隠
し
て
入
り
込
み
、隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
生
活
し
て
い

た
伝
説
や
痕
跡
が
今
に
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

佐比内山ひだの会代表
山下研悦さん

　思った以上に参加者が多
くて良かったです。参加者
の半数は町外ですが、地元
の小学生が参加して地元の
歴史に触れてもらえたこと
もうれしいですね。緑が一
番きれいな時期ですので、
天気が良くて佐比内の美し
さを十分に見られたのでは
ないでしょうか。

　金山と隠れ切支丹に興味
を抱いて、ぜひ行ってみた
いと思い参加しました。ま
さかこんなにたくさんの採
掘跡があるとは思っていま
せんでした。作り物ではな
い手つかずの感じが良かっ
たです。現場を見ると当時
のことが想像できてロマン
を感じました。

今野慎一さんと光子さん夫妻
（水沢市）

金山と隠れ切支丹
佐 比 内 でトレッキング

朴木沢コースと金山周辺コースに参加した皆さん

金を掘り出した横穴跡

西側を見下ろせる唯一のポイント

この大きなケヤキ 
を通り抜 ければ 
頂上はもうすぐ

「山大十（サンタクルス）」は聖なる十字架を意味する

ヤマツツジ

キツネノボタン

ラショウモンカズラ
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初
夏
を
感
じ
る
快
晴
に
恵
ま

れ
た
６
月
２
日
、今
年
で
29
回
目

と
な
る
東
根
山
登
山
が
行
わ
れ

ま
し
た
。ラ・フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
の

駐
車
場
で
山
開
き
行
事
を
行
っ
た

後
、約
１
７
０
人
の
参
加
者
が
５

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
標
高

９
２
８
．４
㍍
の
山
頂
へ
向
け
て
出

発
。各
所
に
目
印
と
な
る
場
所
が

あ
り
、参
加
者
は
、所
々
に
咲
い
て

い
る
花
々
や
眼
下
に
広
が
る
町
の

景
色
を
見
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。

　東根山登山始まって以来の大勢の
方々が参加してくれました。天気にも
恵まれ大成功です。町外からの参加
者も増えていることから、町内に限ら
ず、東根山への関心の高まりを感じ

ました。あまり急な斜面もなく２時間半ほどで登れる山なので、
登るにはちょうどよい山だと思います。参加した皆さんに、東根
山の良さを感じていただけたらうれしいですね。

ブナやミズナラが生い
茂っている山道は、新
緑が見事なグラデーショ
ンを見せており、目にも
さわやかな風景。

蛇石展望台から町を眺め、
頂上まであともう一息☆

水分公民館　坂本好司館長

新緑の自然に囲まれて

東根山登山

長い山道を抜けると、そこは町
が一望できる大パノラマ！町
内の田園風景はもちろん、山
王海ダムや新山展望台、さら
には岩手山や秋田駒ヶ岳など
も見渡すことができました。

　
想
像
し
て
い
た
よ
り
も

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
登
り

き
っ
た
時
は
や
は
り
気
持
ち

が
よ
か
っ
た
で
す
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
ま
た
登
り
に

　
来
た
い
と
思
い
ま
す

盛
岡
市
の

中
村
理
恵
さ
ん

萌も
那な
ち
ゃ
ん（
７
歳
）

茉ま
椰な
ち
ゃ
ん（
９
歳
）

マイズルソウ タニウツギ ニリンソウ シラネアオイ

あ
と
少
し
っ

登頂！

山頂広場の西側。遠くの雪山は秋田駒ヶ岳
山王海ダム

山頂はもうちょっと先ですが
見晴らしがいいのはこの山頂広場

途
中
で
赤
い
実
や

紫
色
の
花
を

見
つ
け
ら
れ
て

楽
し
か
っ
た
で
す
♪

景
色
も
き
れ
い
で

よ
か
っ
た
で
す

機関銃岩

頂
上（
三
角
点
）ま
で

き
た
よ
！
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町の安心担う消防団
各種訓練を披露

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
６
月
３
日
、町

の
消
防
演
習
が
紫
波
運
動
公
園
河

川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
を
は
じ
め
、婦
人
消
防

協
力
隊
員
、消
防
署
員
な
ど
、町
の

消
防
関
係
者
約
9
０
０
人
が
参
加

し
、各
種
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
な
ど

を
披
露
し
ま
し
た
。今
年
も
紫
波

総
合
高
校
か
ら
29
人
の
生
徒
た
ち

が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、受
付

や
接
待
、表
彰
な
ど
の
係
を
担
当
。

吹
奏
楽
部
の
６
人
は
ラ
ッ
パ
隊
に
加

わ
り
訓
練
を
披
露
し
ま
し
た
。

紫
波
総
合
高
校
吹
奏
楽
部
の
前
列
左

か
ら
、五
日
市
彩
乃
さ
ん
、石
川
世
奈

さ
ん
、福
田
み
の
り
さ
ん
、後
列
左
か
ら

藤
原
一
明
君
、下
川
匠
美
さ
ん
、河
野

成
美
さ
ん

片
寄
地
区
の
中
田
文
子
さ
ん（
下
）、

抄
織
さ
ん（
左
）、有
咲
ち
ゃ
ん

消防車全34台が横一列に並んで一斉に放水

機敏な動作で習熟された
訓練を披露する団員たち

三角巾を使った応急手当訓練

堤防を埋め尽くすほど
大勢の観客

ラッパ隊に加わり
演奏する紫波総合高校の生徒たち

佐比内小学校の少年消防団による
金山太鼓の演奏

赤石幼稚園とあづま幼稚園の演技

　家族が団員なので
毎年見に来ています。毎日忙しい中、
朝早くから練習に出かけていました

ので、その成果が出ていたと思います。
人数がとても多くて

壮観でした。

約３週間猛練習しました。
本番では、失敗もあったけど

達成感で一杯です。団員のキビキビ
とした動きがかっこいいと

思いました。

阿部悦尚団長を先頭に息のあった行進
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SPOT
NEWS
スポットニュース

　

第
２
回
南
部
酒
屋
唄
全
国
大

会
は
４
月
29
日
、中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。５
０
０

人
を
超
え
る
参
加
人
数
は
、全

国
２
番
目
の
規
模
を
誇
る
民

謡
大
会
で
す
。酛も

と

摺す

り
唄
と
流

し
唄
の
い
ず
れ
か
を
、年
少
、一

般
、70
歳
以
上
の
部
門
ご
と
に

審
査
。最
後
に
各
部
門
の
上
位

２
人
ず
つ
に
よ
る
グ
ラ
ン
プ
リ

大
会
が
行
わ
れ
、雫
石
町
の
山

上
衛
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

優勝した山上衛さん

南
部
酒
屋
唄
全
国
大
会

　

早
起
き
野
球
協
会
の
リ
ー
グ
戦
が
５
月
13
日
に

開
幕
し
、試
合
に
先
行
し
て
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。県
大
会
出
場
を
目
指
し
、全
８
チ
ー
ム
が
８
月
ま

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

日詰体協ゼニーズの大川原正志主将が選手宣誓

　

太
陽
が
照
り
つ
け
た
５
月
24
日
、紫
波
第
一

中
学
校（
岩
泉
康
喜
校
長
）の
２
年
生
２
４
５

人
が
、髙
橋
農
産（
髙
橋
信
社
長
）の
転
作
田

で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
作
業
を
行
い
ま
し

た
。８
月
の
収
穫
時
に
は
、種
芋
の
15
倍
の
重
さ

に
な
る
と
の
こ
と
。収
穫
が
楽
し
み
で
す
ね
！

　

統
計
調
査
員
表
彰
式
は
５
月
14
日
、Ｊ
Ａ
い
わ

て
中
央
パ
ー
フ
ル
パ
レ
ス
で
行
わ
れ
、町
の
統
計

調
査
員
と
し
て
、長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
お
二

人
に
、藤
原
町
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 熊谷金悦さん（桜町）　工藤一誠さん（上平沢）

　

赤
石
小
学
校
（
髙
田
満
校
長
、全
校
児
童

３
９
６
人
）で
５
月
15
日
、自
転
車
安
全
利
用
モ

デ
ル
校
指
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。紫
波

警
察
署
の
南
部
一
成
交
通
課
長
は「
命
は
一
つ
し

か
な
い
宝
物
。道
路
を
渡
る
と
き
に
は〝
止
ま
る
、

見
る
、待
つ
〟を
心
が
け
、事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

児童代表の森保尚也くんが「交通ルー
ルをしっかり守って安全に登校します」

と宣言

　

盗
難
被
害
を
食
い
止
め
る

に
は「
家
も
自
転
車
も
二
つ
の

施
錠
を
す
る〝
ツ
ー
ロ
ッ
ク
〟が

効
果
的
」と
訴
え
、町
の
防
犯

団
体
が
、６
月
１
日
か
ら
30
日

作
戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 古館駅で啓発活動をする

古館地区防犯協会

早
起
き
野
球
開
幕

伝
統
の
手
作
業
、田
植
え
体
験  

三
中

交通安全、一人一人
が意識しよう

　

紫
波
第
三
中
学
校（
藤

原
美
智
雄
校
長
）の
２
年

生
42
人
が
５
月
29
日
、稲

藤
地
内
の
水
田
で
田
植

え
体
験
を
し
ま
し
た
。生

徒
た
ち
は
、は
だ
し
で
田

ん
ぼ
に
入
り
、苗
を
３
本

ず
つ
取
り
分
け
て
定
植
。

「
心
を
込
め
て
育
て
て
、

お
い
し
い
お
米
に
し
た

い
」と
田
村
祐
介
く
ん
。

同
校
は
、収
穫
し
た
米
を

修
学
旅
行
先
の
東
京
で
販

売
す
る
予
定
で
す
。

ツ
ー
ロ
ッ
ク
し
て

ま
す
か
？

ジャガイモの植え付け体験 一中

統計調査員に紫波町表彰

植え付ける間隔を棒で測ります

丁寧に作業を進める生徒たち
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紫波町図書館カード
登録受付は７月３日から
　８月31日の図書館開館に向けて、
図書館カードの申込受付を開始します。
◇受付日時　７月３日（火）以降
　午前10時～午後４時（火〜金曜日）
◇受付場所  情報交流館内  図書館入口付近
◇対象　町内在住・在勤・在学、盛岡市・
　花巻市・矢巾町・滝沢村・雫石町在住の人
◇申込
①申込用紙に記入（用紙は、情報交流館、各公民館、ポー

タル紫波からダウンロード）
②本人確認できるもの（運転免許証、保険証、住基カー

ド、パスポート、学生の場合は生徒手帳・学生証など）
※小学生以下は保護者同伴で手続きしてください。
※今まで発行されている図書カードは使用できません。（返却不要）

◇問合せ　紫波町図書館  ☎６７１-３
み ん な よ む

７４６

月　日 時　　間 会　　場
６/28（木） 午後６時３０分～ 長岡公民館
６/29（金） 午後６時３０分～ 水分公民館
７/ １（日） 午前９時３０分～ 赤石公民館

７/ １（日） 午後１時３０分～ 情報交流館
（紫波中央駅前オガールプラザ内）

７/ 3（火） 午後６時３０分～ 彦部公民館
７/ 6（金） 午後６時３０分～ 佐比内公民館
７/ 7（土） 午前９時３０分～ 古館ふれあいホール
７/10（火） 午後６時３０分～ 赤沢公民館
７/12（木） 午後６時３０分～ 農協志和支所

まちづくり
座談会2012
６月28日木～７月12日木

オガールプラザ
６月20日オープン

　

紫
波
中
央
駅
前
の
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
は
、６
月
20
日
午

前
９
時
に
開
場
式（
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
）を
行
い
、待
望
の
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　

６
月
お
知
ら
せ
版（
5
月
23
日
発
行
）で
ご
案
内
し
た

と
お
り
、西
棟
と
東
棟
に
は
主
に
民
間
の
お
店
や
医
療
機

関
が
、中
央
棟
に
は
町
の
施
設「
情
報
交
流
館
」が
入
り

ま
す
。

　

６
月
30
日
ま
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
、

情
報
交
流
館
の
活
用
の
仕
方
を
ご
紹
介
す
る
た
め
、館

内
ス
タ
ジ
オ
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
予
定
し
て
い
ま

す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ

　
情
報
交
流
館
事
務
局　

☎（
６
７
２
）２
９
１
８

本の
タイトルや返却
期限、図書館からの
お知らせが印字
されます

　

町
の
行
政
に
対
し
て「
ど
う
な
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
」「
こ
う
し
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
」
と
、疑
問
や
ご
意
見
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。年
に
一
度
、町
長
を

は
じ
め
と
す
る
町
の
幹
部
職
員
が
、

も
っ
と
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
、

各
地
区
を
訪
問
し
て
皆
さ
ん
の
ご

意
見
や
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

子
育
て
、老
後
、環
境
、健
康
、産

業
な
ど
、皆
さ
ん
が
日
常
の
中
で
感

じ
て
い
る
こ
と
を
お
気
軽
に
お
話

し
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん

は
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

も
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
会
場
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

【問合せ】 企画課 情報政策室　☎672-2111  内線3232
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放射性物質の検査結果をお知らせします

放射性物質を測定します
　町は、一般町民を対象に、簡易型放射線測定器を使用
した放射性物質の測定を行います。測定を希望する人は、
事前にご予約の上ご利用ください。（営業・販売用は除き
ます）
■測定対象　町民が持ち込む一般食品（家庭菜園や山菜
など町内で採れたもの）、飲料水、土壌など
■測定機器 NaIシンチレーションスペクトロメーター（RAD 
IQ FS200）
■測定方法　野菜などは細かくみじん切りにしたもの１㎏を
未使用のポリ袋などに密封、液状の食品は１㍑を密封容器
などに液漏れしないように入れて持参してください。（測定結
果は２日後に出ます）
■手数料　無料
※この検査は、厚生労働省の「食品中の放射性セシウムスクリーニング
法」に準じて実施する簡易検査です。測定結果は、個人の食品安全確認
のために用いるもので、販売証明として使用することはできません。

　紫波町産直組合連絡協議会は、消費者の不安を解消するため、町内9カ所の産直で採取した山菜の放射性物質検
査を実施しました。検査結果は下記のとおり、すべて基準値の１／２以下でした。今後も同協議会と町が協力しなが
ら、安心できる食の提供を図るために努めていきます。

■検査結果　「検出されず」または「基準値（100Bq/kg）の１/２未満」
■検査品目	 ワラビ、フキ、ウルイ、ウド
■検査日	 ５月９日、１０日
■検査機関	 株式会社大東環境科学（精密検査）、盛岡農業改良普及センター（簡易検査）

内部被ばく量の計算方法
　食物の摂取により体内に取り入れられた放射性物質は、日数の経過とともに減っていきますが、放射性物質が
体内に残っている間に受ける、1年間の内部被ばくの総線量は、次のように計算できます。

食品中の放射性物質濃度(Bq/kg) × 年間摂食量(kg/年) × 実効線量係数(mSv/Bq) 
＝内部被ばくの量(mSv/年) 

計算してみました
　仮に、出荷制限となる100Bq/㎏の山菜を、１日500㌘ずつ１年間食べ続けた場合の内部被ばく量を計算して
みました。

100Bq/kg × （0.5kg×３６５日) ×実効線量係数（0.000016mSv/Bq）＝0.292mSv/年 
0.292mSv/年という数値は、国が基準値とする年間被ばく量（１mSv/年）を大きく下回ります。今回の検査結果
は、この数字の１／２以下ですので、さらに安全と言えます。
※実効線量係数＝放射性物質の種類や摂取経路、年齢区分ごとに、放射性物質の半減期や体内での動き、放出する放射線の強さ・量など
から決められています。今回は成人の係数として、セシウム１３４とセシウム１３７を加重平均し1.6×10-5mSv/Bqとして計算しています。

学校給食センターは
毎日検査

　町の学校給食は、安全性が確認された食材を
使用していますが、さらに安全性を確認するため、
６月１日からは毎日、調理後の献立1食分を独自に
検査しています。
■検査対象
町内小・中学校で提供される給食（一食分） 
■検査機器　NaIシンチレーションスペクトロメー
タ（簡易検査） 
■検査核種　放射性ヨウ素１３１、放射性セシウム
１３４、放射性セシウム１３７ 
■検査結果　６月８日現在、放射性物質の数値
は検出されていません。 

町のホームページでもお知らせしています。
http://www.town.shiwa.iwate.jp/

【申込･問合せ】 環境課　生活環境室　☎672-2111　内線3521～3523（平日午前９時～午後４時）
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町
は
、良
好
な
環
境
を
未
来

の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
た

め
、町
の
皆
さ
ん
と
共
に「
循
環

型
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
ま

す
。そ
の
一
つ
と
し
て「
環
境
マ
イ
ス

タ
ー
」を
養
成
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で

に
１
２
１
人
を
認
定
し
、地
域
や
学

校
な
ど
で
環
境
保
全・啓
発
の
活
動

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
内
容
は
、環
境
の
基
礎
的

知
識
や
評
価
方
法
な
ど
、専
門
家
に

よ
る
楽
し
く
分
か
り
や
す
い
講
義
を

予
定
し
て
い
ま
す
。環
境
の
こ
と
や

環
境
を
守
る
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

は
、こ
の
機
会
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
養
成
講
座
日
程

・
7
月
21
日（
土
）　

開
講
式・水
生

生
物
の
調
査
実
習
ほ
か

・
7
月
28
日（
土
）　

町
内
木
造
施

設
の
見
学
ほ
か

・
8
月
25
日（
土
）　

循
環
型
ま
ち

づ
く
り
の
講
義
ほ
か

・
9
月
29
日（
土
）　

廃
棄
物
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
講
義
ほ
か

・
10
月
27
日（
土
）　
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

地
球
温
暖
化
の
講
義
ほ
か

・
11
月
17
日（
土
）　

地
元
学
、自
然

環
境
の
講
義
ほ
か

・
12
月
15
日（
土
）　

救
命
講
習
、今

後
の
活
動
ほ
か
、閉
講
式

　

時
間
は
す
べ
て
午
前
9
時
～
午

後
４
時（
日
程
や
時
間
は
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

◆
応
募
資
格

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

①
満
16
歳
以
上
の
人（
平
成
25
年
３

月
末
現
在
）

②
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
か
在

学
し
、地
域
で
環
境
学
習
や
環
境
保

全
の
活
動
を
で
き
る
人
、ま
た
は
活

動
を
し
て
み
た
い
人

③
全
7
回
の
講
座
を
受
講
で
き
る

人◆
募
集
人
員　
20
人
程
度

◆
受
講
料　
無
料

◆
申
込・問
合
せ　
７
月
13
日（
金
）

ま
で
に
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、

連
絡
先
を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、電

子
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

環境マイスターになり
ませんか～養成講座・受講生募集～

滝名川で行った水生生物の調査実習

環境課 循環政策室　☎672-2111　内線3514　電子メール kankyo@town.shiwa.iwate.jp

　

ス
イ
ス
木
質
バ
イ
オ
の
第
一
人

者
ア
ン
ド
レ
ア
ス・ケ
ー
ル
氏
を
お

招
き
し
て
、基
調
講
演
な
ど
を
テ
ー

マ
別
に
３
日
間
開
催
し
ま
す
。23

日
に
は
、家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
。

林
業
再
生
と
地
域
経
済
循
環

◇
日
時　
６
月
21
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～　

基
調
講
演

　

午
後
３
時
30
分
～　

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◇
会
場　
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
情

報
交
流
館

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用

◇
日
時　

６
月
22
日
（
金
）

午
前
10
時
～　

基
調
講
演

　

午
後
１
時
～　

パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

林

業
機
械
展
示

◇
会
場　
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉

館
交
流
プ
ラ
ザ

森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
活
に

活
か
す

◇
日
時　
６
月
23
日（
土
）午
前

10
時
～　

基
調
講
演

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、
樹
木

ク
イ
ズ
、
小
枝
で
リ
ー
ス
作
り

◇
会
場　
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
情

報
交
流
館

森林エネルギーフォーラム２０１２
ｉｎ紫波

認定書を受領する内川登美子会長（左）

　

町
は
、環
境
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
を
す
る
店
舗
と
し

て
、な
ん
バ
ザ・ホ
ー
ル
運
営
協

議
会（
内
川
登
美
子
会
長
）

を
16
店
舗
目
と
な
る『
エ
コ・

シ
ョ
ッ
プ
し
わ
』に
認
定
し
ま

し
た
。審
査
は
ご
み
減
量
女

性
会
議（
瀬
川
智
子
会
長
）が

行
い
、レ
ジ
袋
の
削
減
、量
り

売
り
、食
用
油
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
、ご
み
を
出
さ
な
い
取
り
組

み
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

“エコ・ショップしわ”に
なんバザ・ホールを認定～便利で・安全・効率よく・おしゃれな森の

エネルギーで地域自立を目指す～
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み
ん
な
で
公
益
活
動
を

応
援
し
よ
う

地
域
づ
く
り
活
動
補
助
金

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

市
民
活
動
に
活
用
で
き
る

補
助
金
の
公
開
審
査
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
観

で
き
、応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

で
審
査
に
参
加
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
30
日（
土
）

　

午
後
1
時
～

◆
会
場
　
情
報
交
流
館（
中

央
駅
前
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
内
）

同
時
開
催
お
楽
し
み
企
画

こ
ま
ち
デ
ビ
ュ
ー

オ
ー
プ
ン
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

こ
の
夏
、日
詰
商
店
街
習

町
に
オ
ー
プ
ン
す
る
女
性
起

業
家
た
ち
を
中
心
と
し
た
市

民
活
動
の
拠
点「
な
ら
い
ま

ち・こ
ま
ち
」が
、同
会
場
で
ス

イ
ー
ツ
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

目
に
も
美
味
し
い
コ
ー
ナ
ー
を

展
開
し
ま
す
。お
誘
い
あ
わ
せ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
の
相
談
、

情
報
発
信
に

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
い
っ
と
サ
ロ
ン
」

　
「
ゆ
い
っ
と
サ
ロ
ン
」は
、平

成
18
年
11
月
1
日
に
市
民
活

動
の
活
性
化
を
目
指
す
た
め

に
開
設
さ
れ
、担
い
手
育
成
に

か
か
る
支
援
、行
政
と
市
民

活
動
の
中
間
支
援
の
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
か
ら
は
情
報
交

流
館
に
移
転
し
、情
報
と
人

が
行
き
交
う
市
民
活
動
の
拠

点
と
し
て
再
出
発
し
ま
す
。

町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
増
加

や
活
動
の
活
発
化
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、町
が
目
指
す

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」や
、

市
民
が
自
立
す
る「
豊
か
な

公
」を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
「
ゆ
い
っ
と
サ
ロ
ン
」は
、皆

さ
ん
の「
ど
ん
な
活
動
が
あ
る

の
か
知
り
た
い
」「
こ
ん
な
活

動
を
し
た
い
」「
ど
う
活
動
し

た
ら
い
い
の
？
」を
つ
な
げ
る

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
の
管
理
運
営
は
、自
発
的

な
発
案
に
よ
る
企
画
提
案
方
式
に
よ
り
受

託
者
を
広
く
募
集
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

町
内
の「
市
民
活
動
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
町
の
施
策
へ
の
市
民
参
加
」

な
ど
、毎
月〝
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〟の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【問合せ】 企画課 協働支援室　☎672-2111  内線3241

市
民
参
加
条
例
に
よ
り
行
わ
れ
る

平
成
24
年
度
市
民
参
加
の
予
定

　

そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
別
途『
紫
波
ネ
ッ
ト
』や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。参
加
の
時
期
や
方
法
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対　象 市民参加する事項 対象事項の概要 市民参加の方法
(審議会などは名称) 実施予定時期 担当部署

市民参加の対
象となる事項

紫波町地域福祉
計画

地域住民が主体となって地域の課題
解決の可能性を見出し、地域福祉の
総合的な推進を図るための計画

地域福祉計画
策定懇話会 9月～H25年2月

福 祉 課
意見公募 H25年1月

農業経営基盤の
強化の促進に関
する基本構想

農業経営強化に関する目標、営農
類型ごとの効率的かつ安定的な農
業経営の指標となるもの。

意見交換会 10～11月
農 林 課意見公募 12～１月

農政審議会 2月

紫波町都市計画
マスタープラン

町の将来像を見据えて、長期的展望
に立った都市インフラの整備や土地
利用の方針などを定め、まちづくり
の大枠を描くもので、まちづくり（都
市計画）の指針となるもの。

市民会議 6～8月

都市計画課
地区説明会 11月
意見公募 12月
都市計画審議会 9月、H25年1月

紫波町水防計画

大雨および洪水による水災害を警
戒、防御し、災害から住民の生命、財
産を保護し、被害を軽減するなど公
共の安全を保持することを目的に策
定したもの。

意見交換会 11～12月

総 務 課
意見公募 H25年1月

防災会議 H25年2月

紫波町国民保護
計画

武力攻撃などの国民の安全を脅か
す事態に備え、国民の保護のための
措置を的確かつ迅速に実施するため
策定したもの。

意見交換会 11～12月

総 務 課意見公募 H25年1月

国民保護協議会 H25年2月

対象事項以外
で市民参加す
る事項

町水道事業の
広域化統合

紫波町水道ビジョンなどに基づき、
統合事業体として広域で取り組む
場合の料金設定を中心とした説明
会。

地区説明会 H25年1月～ 水道事業所

豊
か
な
公
が

息
づ
く
ま
ち

～
も
っ
と
町
が
好
き
に
な
る
情
報
～
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■
対
象
区
域

農
業
集
落
排
水
区
域
と
公
共

下
水
道
区
域
を
除
く
区
域

（
下
図
ピ
ン
ク
色
の［
浄
化
槽

整
備
事
業
区
域
］を
参
照
）

■
個
人
負
担

宅
内
工
事
と
排
水
工
事
費
、

増
嵩
経
費（
庭
石
・
樹
木
な

ど
の
移
設
、駐
車
場
用
設
備

な
ど
）、分
担
金
、浄
化
槽
使

用
料
ほ
か

■
町
の
負
担

浄
化
槽
設
置
工
事
費
、定
期

点
検
、薬
剤
補
充
、法
定
検

査
、清
掃
、修
繕（
通
常
の
使

用
で
壊
れ
た
場
合
）な
ど

■
申
込

平
成
25
年
3
月
末
ま
で
に

設
置
を
希
望
す
る
場
合

は
、
11
月
末
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
込
先

紫
波
Ｐ
Ｆ
Ｉ
浄
化
槽
整
備

株
式
会
社

　

☎（
６
７
２
）２
７
５
６

■
問
合
せ

・
事
業
全
般
に
つ
い
て

　

下
水
道
課　

整
備
促
進
室

　

☎（
６
７
２
）６
８
７
８

・
申
請
・
工
事
・
維
持
管
理

　

紫
波
Ｐ
Ｆ
Ｉ
浄
化
槽
整
備
株

式
会
社

　

☎（
６
７
２
）２
７
５
６

凡　　例
農業集落排水区域
公共下水道区域
浄化槽整備事業区域

東
北
自
動
車
道

国
道
４
号
線

北
上
川

東
北
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

　

対
象
区
域
の
皆
さ
ん
が
浄
化
槽
の
設
置
を
希
望
す
る
場

合
、町
が
宅
内
の
敷
地
を
お
借
り
し
て
浄
化
槽
を
設
置・管
理

し
て
い
き
ま
す
。な
お
、手
続
や
工
事
、維
持
管
理
は
町
が
長

期
契
約
で
委
託
し
て
い
る
紫
波
Ｐ
Ｆ
Ｉ
浄
化
槽
整
備
株
式
会

社
が
担
当
し
ま
す
。

【紫波町管理型浄化槽整備事業 整備区域図】

【浄化槽分担金・使用料】

人槽
区分 分担金の額

使用料の額（月額）
新規設置
浄化槽

既存浄化槽
を寄附

５人槽 １１万９６００円 ３８４３円 ３７８０円
７人槽 １３万８０００円 ３９２７円 ３８６４円
１０人槽 １７万６５００円 ４３６８円 ４２６３円
※使用料には、浄化槽の保守管理、清掃、検査、消耗品お
よび修繕費用を含んでいます。
※既に個人で設置した浄化槽でも、一定の基準内であれ
ば寄附を受けて町が管理することができます。

平
成
24
年
度
以
降
も
継
続
実
施
し
ま
す

町
管
理
型
浄
化
槽
整
備
事
業

個人負担 町の負担（公共工事） 個人負担

台所 風呂 トイレ

マス 浄化槽 マス

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート 鉄筋コンクリート
側溝

【設置工事・維持管理イメージ図】
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■問合せ　長寿健康課　介護保険室　☎672-2111（内線6128）

介
護
保
険
料
の

額
が
変
わ
り
ま
す

　
『
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
平
成
24
年
度
～
26
年
度
）』
は
、

全
国
の
市
町
村
で
策
定
さ
れ
、「
介

護
保
険
の
給
付
費
」
と
「
介
護
予

防
に
要
す
る
費
用
」
の
21
％
を
、

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
か
ら
負

担
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

19
％
増
額

　

新
た
な
計
画
に
よ
り
、
町
は
、
65

歳
以
上
の
人
に
ご
負
担
い
た
だ
く

保
険
料
の
年
額
を
次
の
よ
う
に
決

定
し
ま
し
た
。
今
回
「
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
増
加
し
た
こ

と
」
「
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
が
改
定

さ
れ
た
こ
と
」
に
併
せ
て
、
今
後

３
年
間
の
給
付
費
な
ど
の
総
額
を

74
億
６
７
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
（
過
去
３
年
間
と
比
較
し
て

19
％
増
）

3
年
間
は
同
額

　

保
険
料
は
本
来
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
給
付
状
況
に
よ
っ
て
増
減
し

ま
す
が
、
今
回
お
知
ら
せ
す
る
額

は
、
今
後
３
年
間
は
同
じ
基
準
で
継

続
し
ま
す
。

　

ま
た「
ご
家
族
を
含
め
た
所
得
な

ど
の
状
況
か
ら
保
険
料
が
決
定
」さ
れ

る
仕
組
み
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。

年
金
か
ら
天
引
き

　

介
護
保
険
料
の
支
払
い
は
、
原
則

と
し
て
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
「
特

別
徴
収
」
で
す
。
特
別
徴
収
の
場
合

は
、
１
回
あ
た
り
の
保
険
料
額
を
で

き
る
だ
け
毎
回
同
じ
額
に
近
づ
け
る

た
め
、
今
回
は
６
月
と
８
月
の
天
引

き
額
を
変
更
し
ま
す
。
（
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
か
ら
、
納
付
書
や
口
座
振
替

で
納
付
す
る
「
普
通
徴
収
」
の
場
合

も
あ
り
ま
す
）

普
通
徴
収
の
該
当
者

に
は
７
月
に
通
知

　

１
回
当
た
り
の
保
険
料
額
が
増
加

す
る
こ
と
で
、
年
金
か
ら
の
天
引
き

が
で
き
な
く
な
る
人
に
は
、
普
通
徴

収
に
よ
る
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
７
月
に
年
額
を
通
知

し
ま
す
の
で
、
８
回
に
分
け
て
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

被
災
者
は
半
額
免
除

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
人

は
、
平
成
24
年
度
の
額
う
ち
半
額
相

当
が
免
除
さ
れ
、
納
付
は
10
月
以
降

に
年
金
か
ら
の
天
引
き
ま
た
は
納
付

書
な
ど
の
方
法
で
お
願
い
す
る
予
定

で
す
。

新たな保険料の年額
所得段階 段階ごとの対象者 旧保険料 新保険料
第１段階 生活保護受給者など 20,900円 27,300円

第２段階 世帯全員が
住民税非課税

前年の合計所得金額と課税
対象年金収入額の合計が80
万円以下

20,900円 27,300円

第３段階 第２段階に該当しない人 31,400円 40,900円
第４段階 世帯の誰かに住民税が課税（本人は非課税） 41,800円 54,500円

第５段階
本人が
住民税課税

前年の合計所得が
190万円未満 52,200円 68,100円

第６段階 前年の合計所得が
190万円以上 62,700円 81,800円

伊藤保健師

佐藤主事
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こ
こ
が
良
い
！

1
簡
単
で
、し
か
も
時
間
が
か
か
ら
な
い

2
気
軽
に
、ど
こ
で
も
で
き
る

3
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

4
全
身
の
筋
肉
や
関
節
を
、く
ま
な
く
動

か
す
こ
と
が
で
き
る

（
ラ
ジ
オ
体
操
第
一に
は
、た
っ
た
３
分

間
の
中
に
13
種
類
も
の
動
き
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
）

5
カ
ロ
リ
ー
消
費
量
が
意
外
に
多
い

（
消
費
カ
ロ
リ
ー
は
、速
い
ペ
ー
ス
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
）

こ
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す

1
脂
肪
燃
焼
、ダ
イ
エ
ッ
ト

2
肩
コ
リ
、腰
痛
の
解
消

3
血
圧
値
や
血
糖
値
の
改
善

4
骨
密
度
低
下
の
予
防

5
気
分
転
換
、ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど

ラ
ジ
オ
体
操
の
コ
ツ

1
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
行
う
こ
と

2
音
楽
に
合
わ
せ
て
、動
か
し
て
い
る
部

分
を
意
識
す
る
こ
と

3
呼
吸
を
止
め
な
い
こ
と

4
で
き
る
範
囲
で
行
う
こ
と

5
体
調
が
悪
い
と
き
は
無
理
を
し
な
い

こ
と

6
習
慣
づ
け
て
、続
け
る
こ
と

　

継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、効
果
は

確
実
に
表
れ
ま
す
。

　

毎
日
の
運
動
の
習
慣
と
し
て
、さ
わ
や

か
な
朝
の
目
覚
ま
し
と
し
て
、ラ
ジ
オ
体

操
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

総
合
運
動
公
園
の
体
育
館
前
で

は
、
毎
朝
６
時
30
分
か
ら
ラ
ジ
オ
体

操
の
音
楽
が
流
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

たったの３分間で１３の動き
実はスゴイ！！ラジオ体操

歩いて健康づくり
元気はつらつメンバーズ養成講座「ウオーキング
コース」の受講者を募集します。自然の景色を眺

めながら、みんなで楽しくウオーキングをしませんか。初心者
も大歓迎です。
■日時　７月５日、７月１２日、
８月２日、９月６日、９月20日、	
10月１８日（各木曜日） 全６回	
午後１時～午後４時30分ころ

■コース
未定（保健センター集合、	
出発地点までバスで移動）

■定員　25人
■受講料　1000円

健
康

■申込・問合せ　長寿健康課　健康推進室　☎６７２-４５２２　有線０１-８９９１

健康と福祉の情報コーナー

募
集

私たちが昔から慣れ親しんでいるラジオ体操は、ただの準備体操で
はありません。実は、とても優れたエクササイズなのです。

10年後のために
元気はつらつ
貯筋講座

筋肉をためる“貯筋”の仕方を学びます。
■日時　７月11日、18日、25日（各水曜日）
　午前10時30分～正午まで
■会場　保健センター「元気はつらつ館」
■講師　体育協会　髙橋一男トレーナー
■対象　おおむね40歳以上
■定員　10人
■受講料　1回100円

募
集
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豚肉の紅茶煮
＊からだよろこぶヘルシーレシピ＊

　豚肉にはビタミンＢ１が多く含まれ、疲労回復やイライラを
防いでくれる効果があると言われています。

1圧力鍋に豚肉のかたまりを入れる。豚
肉がかぶるくらいの水と紅茶のティー
パックを入れ、圧力をかけて20分煮る。
220分煮たら、火を止めてそのまま冷ます。
3ニンジンは皮をむいてせん切り、セロリ

は短冊切りにする。キュウリは縦半分に
切ってから斜め切りにし、塩少々でもん
でおく。エノキタケは石づきを取り除き
1/2に切る。

4ニンジン、モヤシ、エノキタケはさっと
ゆでて冷ましておく。

5酢、しょうゆ、めんつゆ、ゴマ油、白ゴ
マ、白すりゴマを混ぜ合わせ、ドレッシ
ングを作る。
6下準備しておいた野菜をボウルに入

れ、ざっくり混ぜ合わせドレッシングを
かけておく。同様に、紅茶で煮ておいた
豚肉もスライスして、バットに並べドレッ
シングをかけておく。
7野菜と豚肉にドレッシングの味がなじん

だらできあがり。オレンジやレタス、ミニ
トマトなどと一緒に盛り付ける。

豚もも肉（かたまり）…600g
紅茶ティーパック… …４袋
モヤシ………………1袋
ニンジン………… 60g
キュウリ… …………１本
セロリ………………１本
エノキタケ… ………１袋

【ドレッシングの材料】 
 酢… …………… 50cc
 しょうゆ………… 50cc
 三倍濃縮のめんつゆ… 	
 … ……………… 50cc
 ゴマ油… ……… 50cc

 白ゴマ… …… 大さじ１
 白すりゴマ…… 大さじ２
 盛り付け用の野菜と果物… 	
 … ……………… 適量

材料（４人分）

つくりかた

う
つ
病
は
、日
本
人
の
15
人
に
1
人
が
経
験

心のほっと相談室

紫波町食生活改善推進員協議会　志和地区会員　杉浦 まき子さんのレシピです

■問合せ　福祉課　福祉推進室　☎６７２-２１１１　内線１５２２

お肉はせん切りにして野菜と混ぜ合わせて
サラダにしたり、麺類のトッピングとして利
用したりしても良いです。また、季節によっ
て色々な野菜で楽しめます。

病
院
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

私
、も
し
か
し
て
う
つ
病
？

あ
の
人
、も
し
か
し
て
う
つ
病
？

　

う
つ
病
は
、さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
や
体
験
で
感
じ
る「
強
い
ス
ト
レ
ス
」「
過

度
の
疲
労
」「
そ
の
人
の
性
格
や
考
え
方
」な
ど
が
影
響
し
合
い
、幸
せ
を
感

じ
る
た
め
の
ホ
ル
モ
ン（
セ
ロ
ト
ニ
ン
）が
減
少
す
る
こ
と
で
、心
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
低
下
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。「
怠
け
て
い
る
」「
甘
え
て
い
る
」な
ど

と
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、脳
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
ご
存

知
で
す
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

～
自
分
で
チ
ェッ
ク
～

　

う
つ
病
は
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
疲
れ
て

い
る
だ
け
」
「
ま
さ
か
自
分
が
」
な
ど
と
軽
く
考
え
な
い
こ
と
で
す
。

　

次
の
２
項
目
以
上
が
２
週
間
以
上
ほ
ぼ
毎
日
続
き
、
生
活
に
支
障
が
で
て

い
る
人
は
、
う
つ
病
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

◇
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

◇
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た
こ
と
が
楽
し
め
な
く
な
っ
た

◇
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
今
で
は
億
劫
だ

◇
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な
い

◇
訳
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
に
感
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

～
周
り
の
人
が
チ
ェッ
ク
～

　

自
覚
し
に
く
い
の
で
、周
囲
の
人
が
早
め
に
気
づ
い
て
対
応
す
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
す
。

◇
以
前
と
比
べ
て
表
情
が
暗
く
、
元
気
が
な
い

◇
体
調
不
良
の
訴
え
（
身
体
の
痛
み
や
倦
怠
感
）
が
多
く
な
っ
た

◇
仕
事
や
家
事
の
能
率
が
低
下
、
ミ
ス
が
増
え
た

◇
周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
た

◇
遅
刻
・
早
退
・
欠
勤
（
欠
席
）
が
増
え
た

◇
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、
外
出
を
し
な
く
な
っ
た

◇
飲
酒
量
が
増
え
た　
な
ど

　
つ
ら
い
状
態
な
の
に「
こ
ん
な
こ
と
で
病
院
に
行
く
な
ん
て
」「
精
神
科

は
ち
ょ
っ
と
」と
思
う
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。う
つ
病
は
治
療
す
れ
ば

楽
に
な
る
場
合
が
多
い
の
で
、た
め
ら
わ
ず
に
相
談・受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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陽気に誘われ
城山公園桜まつり

町の話題
Hot News

ちょうど見頃を迎えたミズバショウ

　

山
屋
夢む

ら楽
づ
く
り
実
行
委
員
会

（
菅
原
正
勝
会
長
）は
５
月
３
日
、

第
８
回
山
屋
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
し
た
。
見
頃
を
迎

え
た
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
と
山
屋
田
植

踊
の
お
は
や
し
が
、
の
ど
か
な
峠

の
春
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
盛
岡

市
か
ら
訪
れ
た
鈴
木
紀
子
さ
ん
は

「
田
植
踊
の
子
ど
も
た
ち
が
か
わ

い
ら
し
く
、
早
乙
女
の
振
り
付
け

は
激
し
く
て
珍
し
い
踊
り
で
し
た
。

漫
才
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
紫
波

町
は
芸
能
が
多
く
て
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
ぜ
ひ
訪
れ
た
い

で
す
」
と
満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。

さんさ踊りを披露した紫波総合高校郷土芸能部
　

城
山
公
園
桜
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
鱒
沢
克
美
会
長
）
は

4
月
28
日
、
城
山
公
園
第
１
駐

車
場
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
桜
は
三
分
咲
き
で
し
た

が
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

陽
気
の
中
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
餅
つ
き
や
餅
振
る
舞
い
に

始
ま
り
、
民
謡
や
民
舞
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
や
さ
ん
さ
踊
り
な
ど
が

公
演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
商

工
会
青
年
部
が
出
店
し
た
宝
探

し
は
子
ど
も
た
ち
に
人
気
で
し

た
。
家
族
と
訪
れ
た
藤
原
優
羽

ち
ゃ
ん
と
菅
原
蓮
斗
君
は
「
お

餅
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

古
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
が
完
成
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、古
館
地
区
に
交
流
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
女
性
部
古
館
支
部（
小
川
恵

子
支
部
長
）と
古
館
婦
人
会（
田
森
晶
子
会

長
）が
中
心
と
な
り
、約
20
人
で
ホ
ー
ル
に
飾
る

大
き
な
キ
ル
ト
を
約
４
カ
月
か
け
て
製
作
し
ま

し
た
。「
み
ん
な
で
一
つ
の
も
の
を
作
り
、施
設

に
愛
着
が
持
て
る
よ
う
に
し
た
か
っ
た
」と
小

川
支
部
長
。キ
ル
ト
作
り
の
ほ
か
に
も
交
流
が

生
ま
れ
て
お
り
、地
区
の
方
々
が
自
ら
行
事
を

考
え
、ホ
ー
ル
や
公
民
館
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

新
し
く
古
館
に
移
り
住
ん
だ
人
た
ち
も
利
用

し
や
す
い
雰
囲
気
に
、今
で
は
施
設
の
空
き
日

を
探
す
の
が
大
変
な
ほ
ど
で
す
。

城山公園を描いたキルトの説明をする
小川恵子さん（右）

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す

古
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

峠
に
も
春
到
来

山
屋
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
ま
つ
り
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１
８
８
３
年
以
来
の
金
環
日
食
は
5
月
21
日
、日
本
列
島
の

東
京
、大
阪
、鹿
児
島
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
の
周
辺
地
域
で
観
測
さ
れ

ま
し
た
。北
緯
39・5
度
の
当
町
で
は
、太
陽
が
リ
ン
グ
状
に
欠
け

る「
金
の
環わ

」で
は
な
く
、三
日
月
形
に
欠
け
る
部
分
日
食
が
観

測
さ
れ
ま
し
た
。見
事
に
晴
れ
上
が
っ
た
当
日
は
、午
前
6
時
26

分
ご
ろ
か
ら
太
陽
の
右
上
が
欠
け
始
め
、７
時
43
分
ご
ろ
が
最
大

で
、９
時
11
分
ご
ろ
に
終
了
し
ま
し
た
。日
食
の
途
中
で
地
面
を

見
る
と
、木
漏
れ
日
が
す
べ
て
三
日
月
型
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
５
月
31

日
、子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
オ

ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
内
へ
移
転
す
る
こ
と

に
伴
い「
お
別
れ
お
楽
し
み
会
」を
開

催
。24
組
の
親
子
が
参
加
し
、体
操
や

か
け
っ
こ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。「
新

し
い『
し
わ
っ
せ
』で
さ
ら
に
幸
せ
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」と
沼
田
悦
子
所
長

が
あ
い
さ
つ
。高
水
寺
の
金
澤
れ
い
子

さ
ん
は「
移
転
後
も一時
預
か
り
な
ど

を
利
用
し
、そ
の
間
に
料
理
講
座
な
ど

に
参
加
し
て
み
た
い
で
す
」と
開
館
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
り

（
大
井
レ
リ
会
長
）は
５
月
14
日
、古
館

地
区
に
あ
る
同
農
園
で
、枝
豆
の
種
ま

き
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。昨
年
６
月
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
農
園
は
、週
に
２
回
ほ

ど
活
動
。参
加
者
の
菊
池
鏡
子
さ
ん
は「
震
災
直
後
は
本
当
に
落
ち
込

み
ま
し
た
が
、町
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、今
で
は

仕
事
に
復
帰
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
」と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。「
参

加
者
の
一
歩
を
踏
み
出
す
力
に
少
し
で
も
な
れ
た
ら
」と
事
務
局
の
田

村
眞
智
子
さ
ん
。郷
里
を
越
え
て
つ
な
が
っ
た
参
加
者
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ

れ
る
活
動
風
景
に
、心
が
じ
ん
わ
り
と
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

見晴らしが良い場所で
和気あいあいと作業しています

参加者が楽しみにする「しわっせ」オープンは7月2日（月）です

紫波中央駅のモニュメント前で撮影。分かり
やすくするため、写真は日食の様子を時系列
に合成しています

　

赤
沢
公
民
館
で
５
月
12
日
、鍛
冶

の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。実
演
し
た

の
は
、昭
和
20
年
代
に
鉄
工
所
で
働
い

て
い
た
田
村
由
郎
さ
ん
。使
用
さ
れ
た

鍛
冶
道
具
は
、昭
和
20
年
代
に
田
村

さ
ん
が
実
際
に
使
用
し
て
い
た
も
の

で
、赤
沢
郷
土
歴
史
資
料
館
に
展
示

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。地
区
住
民
な

ど
約
20
人
が
参
加
し
、ト
ン
テ
ン
カ
ン

と
音
を
響
か
せ
な
が
ら
、真
っ
赤
に
熱

せ
ら
れ
た
鉄
の
棒
を
ツ
チ
で
た
た
い
て

加
工
す
る
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

赤
沢
で
ト
ン
テ
ン
カ
ン

鍛
冶
屋
さ
ん
体
験

世
紀
の
天
体
シ
ョ
ー 

金
環
日
食

お
別
れ
お
楽
し
み
会
で

「
ま
た
ね
！
」

最
初
は
ち
ょっ
と
お
っ
か
な
ビ
ッ
ク
リ

被
災
者
の
心
を
癒
や
す

ひ
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午前６時40分 	

午前7時40分 	

	  午前8時35分

アスファルトに映し出された三日月型の木漏れ日

紫波ネット2012 6月号27



へのご理解をお願いします。（都合に
より日程を変更する場合があります）
①７月７日午後１１時～８日午前５時（仙
台～盛岡間）
②７月１２日午後１１時～１３日午前５時

（仙台～新青森間）
■問合せ　東日本旅客鉄道株式会社
　盛岡支社設備部　☎625-4065

青少年育成委員を紹介
します

　岩手県青少年育成委員に次の3人
が任命されましたので紹介します。青
少年育成委員は、青少年非行防止対
策を推進するため、各中学校の学区
ごとに配置され、中学生の健全育成
のための環境維持活動などを行いま
す。任期は2年間です。
　紫波一中学区　冨岡靖博さん
　紫波二中学区　阿部玲子さん
　紫波三中学区　熊谷敬子さん
■問合せ　生涯学習課　学習推進室
☎６７２-２１１１　内線６２３４

■行政相談委員に感謝状
　町内の行政相談委員２人が行政苦
情の解決に尽力された功績により、岩
手行政評価事務所長から感謝状を贈
呈されました。行政相談員は、地域住
民の身近な相談相手として総務大臣
から委嘱され、行政に対する苦情や要
望を受け付け、関係機関への通知や照
会、解決に向けた助言を行っています。
■受賞者　鎌田まき子さん（日詰駅前）
　　　　　笹井岳雄さん（片寄）
■問合せ　総務課　総務文書室
☎６７２-２１１１　内線３１２１　

資源物回収団体の皆さんへ 
スチール缶回収を支援

　地域コミュニティーの活性化や環
境意識の向上、社会的コスト削減な
ど、循環型社会の構築に寄与すること
を目的に、スチール缶の集団回収を
実施している団体を支援します。
■対象　町内会、老人会、子ども会、
婦人会、PTA、商店会など
■支援内容
感謝状と５０００円～２万５０００円のク
オカード（商品券）を贈呈
■応募方法
スチール缶リサイクル協会ホーム
ページから、応募用紙をダウンロード
し、団体代表者が記入提出。
■応募先・問合せ
12月28日（金）必着　スチール缶リ
サイクル協会　〒１０４-００６１東京都
中央区銀座７-１６-３ 日鉄木挽ビル１階 
スチール缶リサイクル協会「スチール
缶の集団回収支援事業」係
☎０３-５５５０-９４３１
ホームページ http://www.steelcan.jp

■熊にご注意ください
　農作業や山菜採りなどで野山に入
る場合には、ツキノワグマとの遭遇を
避けるために、鈴、ラジオなど音の出
るものを携帯し、時々周囲に注意を払
いながら行動してください。
　万一、クマのふんや足跡、子グマを
見かけた時は、必ず引き返してくださ
い。また、クマを呼び寄せないよう、ゴ
ミは必ず持ち帰ってください。
　クマによる被害を防ぐためには、一

人一人の注意が大切です。皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。
■問合せ　環境課　生活環境室
☎672-2111　内線3521～3523

森林の伐採には届出が
必要です

　森林を伐採、開発する際は、事前に
届出や許可申請の各種手続きが必要
です。森林の伐採、開発の計画がある
場合はご相談ください。
■問合せ	
【保安林以外の森林での立木伐採】

農林課　農業振興室
☎672-2111　内線3332

【保安林での立木伐採、土地の形質変更】
盛岡地方振興局　林務部
☎629-6615

【保安林以外の森林で1㌶を超える開
発行為】　盛岡地方振興局　林務部

☎629-6616

■弁護士無料相談会
　弁護士による無料相談会を開催
します。土地関係・会社関係・多重債
務など、さまざまな内容を受け付け
ます。企業など個人以外でもご利用
可能です。ご予約の上お出かけくだ
さい。
■日時
７月６日（金）　午前１０時～午後３時
■会場　総合福祉センター
■申込・問合せ　社会福祉協議会
☎６７２-３２５８（要予約）

相談

こだわりの    食材
①紫波もちもち牛
岩手県産豚との合いびき肉を使用

②紫波町産ヒメノモチ
玄米を混ぜ込むことで、バランス
のとれた栄養食に

③地酒の酒粕
まろやかで自然な甘み

紫波町小屋敷字新在家90番地

FAX 019-673-8556
019-673-8555

ラ・フランス温泉館URL  http://www.lafrance.co.jp/
検 索ラ・フランス温泉館

つるりん

限定醸造
930本紫波物語

紫波リースリング2011 5月24日
ワイナリー直売所
限定販売開始

今年も良い出来となりました。
早期の完売が予想されますので
お早めにお求めください。

2,520円（税込）
無ろ過生詰/750ｍｌ/白・辛口

URL http://www.shiwa-fruitspark.co.jp/

（株）紫波フルーツパーク（紫波町第三セクター）
 ☎019-676-5301紫波町遠山字松原1-11（道の駅紫波の裏手）

ラ・フランス温泉館のご当地グルメに
「紫波メンチ」が仲間入り

ハダカのおつきあいで一家だんらん。

１個１８０円で好評発売中！
お求めはラ・フランス温泉館、道の駅レストランかりん亭。そして、ピンクのケータリングカーで
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町民登山「秋田駒ヶ岳」
参加者募集

■日程　７月２９日（日）
■コース　秋田駒ヶ岳八合目から国
見温泉まで（変更あり）
■対象　小学４年生以上の町民
■定員　５０人
■参加料　３５００円(保険料込)　
■申込受付

〈日時〉７月１１日(水)午後６時３０分から
〈会場〉総合体育館研修室
■問合せ
(財)紫波町体育協会(総合体育館) 
☎676-2650 有線01-3151

■認知症出前講座
　家族が認知症になり、深刻に悩む人
が増えてきています。一緒に学び、そ
の解決の糸口を見つけてみませんか。
１回目「専門知識を学ぼう」
◇７月７日（土）午後１時３０分～３時
　講話「認知症の症状を知ろう」～専

門知識から最新治療情報まで～
　講師：直嶋医院　直嶋淳太院長
２回目「対応の仕方を学ぼう」
◇ ７月１７日（火）午前９時３０分～１１時

３０分
寸劇「良い対応・悪い対応」
講話「認知症の方への対応の仕方
のコツ」～認知症高齢者の心理に
ついて理解しよう～
講師：グループホームゆうゆう北沢
藤原秀康施設長

３回目「交流会：思いを語り合おう！」
◇ ８月２日（木）午後１時３０分～午後３

時
「認知症の人と家族の会」の講話／
家族会活動の紹介／認知症の家
族を抱え、悩んでいる人へのメッ
セージ
講師：認知症の人と家族の会滝沢
支部　立花美江代表

■会場　赤石公民館
■申込・問合せ　７月4日（水）まで　
長寿健康課　高齢者支援室
☎６７２-４５２２　有線０１-８９９１

親子のヨガ体験講座 
「ふれ愛～世界に１つだけの愛」

①ベビーマッサージ
ベビーマッサージやヨガを通してのマ
マと赤ちゃんとのふれあいあそび体験
◇日時　7月18日（水）午前10時～

正午
◇対象　生後2カ月～12カ月のお子

さんとママ(首が据わり～歩行をす
る前のお子さん)

◇定員　１５組
②キッズマッサージ
キッズマッサージやヨガを通してのマ
マと子どもとのふれあいあそび体験
◇日時　7月19日（木）午前10時～正

午
◇対象　おおむね1歳半～3歳位の

お子さん（しっかり歩行ができる
子）とママ

◇定員　１0組
■参加費　500円(材料費)
■持ち物
バスタオル・ハンドタオル・子どもの着
替え・水分補給できるもの
■会場・申込・問合せ
7月11日(水)まで  勤労青少年ホーム
☎676-2344　

南部曲がり屋 
「武田家住宅」 
土壁づくり 参加募集

　かやぶき屋根が見事な「武田家住
宅」は、建築して200年以上もたつ町
指定文化財の南部曲がり屋です。こ
の家屋の補修作業を行うため、ご協
力いただけるボランティアを募集しま
す。県が行う「平成24年度新しい公共
の場づくりのためのモデル事業」とし
て、「結いの思想・くらし・知恵・技術」
などの伝承につながる取り組みを、地
域ぐるみで行おうとするものです。午
前、午後、一日など、ご都合に合わせ
てご参加ください。
■日時　６月２４日（日）・２５日（月）、７月
２１日（土）・２２日（日）、時間は午前８時
３０分〜午後４時
■内容
○馬屋跡の土壁塗り（昔ながらの壁塗

りを左官職人が指導）
○昔ながらの昼食を用意しています。
■問合せ　しわ土壁プロジェクト運
営協議会（事務局鷹木）
☎090-2600-0358

子どもの読書支援 
ボランティア養成 
連続講座

　学校や地域での読書活動を支える
ボランティア活動に興味のある人で
あれば、どなたでも参加できます。
■日時・内容
◇７月４日（水）午前９時５０分～正午　
第１回「今、なぜ本？こどもの本のチカ
ラ（その魅力と役割について）」
◇７月１０日（火）午前９時５０分～正午
　第２回「読み聞かせの基本（選書か
ら読み方そしてプログラムの組み方
ほか）」
◇講師：高橋美知子氏（輝く子どもの
読書運動協議会代表）
■申込・問合せ　おはなしの森（菅
原）６７３－６２９１

シルバー人材センター 
入会希望者説明会

　高齢者にふさわしい仕事を引き受
け会員に提供。入会希望者は説明会
への参加が必要です。
■対象　町内に居住する６０歳以上の
健康で働く意欲を持ち社会参加を希
望する人
■日時　７月１２日（木）午前９時30分～
■会場　銭形平次会館（日詰商店街）
２階会議室（希望者多数の場合は変
更あり）
■申込・問合せ　７月５日（木）まで

（社）紫波町シルバー人材センター
☎６７２-１２７４

新幹線走行試験が 
行われます

　ＪＲ東日本は、新幹線の走行試験を
次の日程で実施します。夜間早朝作業

暮らしの情報
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アメリカシロヒトリの防除のお願い

紫波町日詰字郡山駅２０９  ☎676-2838  日詰バス停前

佐藤時計店佐藤時計店

お買い物駐車場

仲　町
駐車場

よかろ●
松本精肉店●

GS● ●タクシー

http://www.meakashi.com

眼鏡屋 目明かし堂眼鏡屋 目明かし堂
有限会社 サトウ時計店

銭形平次のふるさと紫波町のメガネ店

掛けていることを忘れるメガネフレーム 

遠近両用レンズ（1組）10,000円
軽く､しなやかなフレームのラインアート･シャル
マンと手元から遠くまで快適な視界が広がる遠
近両用レンズの組み合わせは、若い頃がよみが
える「掛けてることを忘れるメガネ」となります。
Line Art CHARMANT XL1022  ¥33,250

若返るメガネレンズ

古館駅

●中島歯科

至花巻 至盛岡４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文

〒028-3303紫波郡紫波町高水寺字古屋敷6-31
TEL019-676-5825 
OPEN8:40～CLOSE18:00

定休日／毎月曜日・第三日曜日

E-mail kamihikoki@posh.jp　

縮毛矯正
　　一般
男性・学生

ビタミントリートメント5種

6月17日・18日・25日
7月2日・9日・16日

有効期限　6月24日まで

25％割引!!
20％割引!!

20％割引!!

○クリープウェーブ（カットブロー別）…………………4,620円
○マカロンウェーブ(カットブロー別) …………………6,720円
○縮毛矯正ストレート  …………………………… 16,800円
○Milkカラー（カットブロー別）………………………3,675円
○天然ヘナ＆インディゴ（カットブロー別）……………4,200円
○ベースカット（S・Ｃ・Ｂ）………………………………4,935円

120分
150分

160分
110分

140分
45分

《ダイヤモンド・ストリームライン発表》
縮毛矯正にウェーブで貴女の挑戦が始まる

【定休日】
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そろばん・あんざんで計算力アップ！
学習や日常生活に活かされます。

体験学習（無料）受付中

紫波町日詰字郡山駅

石川珠算教室
☎672-2621
岩手県知事認可　紫波町稲藤字升形

関谷珠算学校上平沢教場
☎673-6965 〒028-3304

紫波町二日町字西七久保６６番1

無料送迎バス
もあります！

商品券5,000円分プレゼント!!

全
珠
連
指
定
教
場

広告を募集しています
町内全世帯に配布される
町の広報『紫波ネット』に

お店や企業の広告を載せてみませんか？
詳しくはお問い合せください。
掲載料　1枠10,500円（税込み）

◆ 申込・問合せ ◆
企画課  情報政策室　☎672-2111  内線3232

* joho@town.shiwa.iwate.jp

アメリカシロヒトリ自体に毒はなく、
トゲや針などで人を刺すこともありません

【問合せ先】
環境課生活環境室　☎672-2111

（内線）3521～3523  有線01-8972

◎
防
除
方
法
そ
の
１

　
ク
モ
の
巣
状
の
状
態
で
幼

虫
が
巣
か
ら
出
て
い
な
い
段

階
で
あ
れ
ば
、ハ
サ
ミ
な
ど
で

巣
ご
と
枝
葉
を
切
り
、焼
却

す
る
こ
と
が
一
番
効
果
的
で

す
。ま
た
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
、し
っ
か
り
縛
っ
て
燃
え

る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※防除・駆除は、樹木の所有者の責任で行ってください。 ※道路や公園などの町有地の防
除は町が行います。 ※ご自分で防除できない場合は、造園業者に依頼するなどの対応をお
願いします。（料金は自己負担）
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　 ウエノ不動産管理（有） 
☎671-2072  　　671-2073
 日詰字下丸森9-4 （養老乃瀧 紫波町店となり）

ウエノ不動産管理 検索

FAX

紫波町に定住・住替を
お考えの皆さんへ
理想の住まい探しを
サポートします。

（社）全日本不動産協会会員  東北地区不動産公正取引協議会会員
 岩手県知事免許（2）2255号

最新情報はホームページへ

この街で宅地・建物の売買、仲介、
自社開発分譲を手がけています。
ご成約された被災者の方には
特典をご用意しています。
※詳しくはお問合せください。

7/7㊏・8㊐
午前9時～午後6時

会場 シンセラホール矢巾会場 シンセラホール矢巾
紫波郡矢巾町大字又兵ェ新田6-110  ☎019-698-1444紫波郡矢巾町大字又兵ェ新田6-110  ☎019-698-1444

仏壇展示販売会
仏壇リフォーム無料見積り承ります

県内トップクラスの売上げをほこる実績と信頼のお
ける商品を多数展示。全国一の仏壇産地徳島をはじ
め、一流産地から直接仕入れ特別価格でご奉仕中。

大好評！

岩手県紫波郡紫波町桜町字上野沢278
☎676-7676 FAX676-4404

       中央葬祭センター  
「シンセラホール紫波」

What is Nomura 
Kodo's other
pen name?

郵便はがきまたは電子メールで、住所、氏名、年
齢、電話番号、答え、『紫波ネット』の感想や町政
に対するご意見などを記入の上、ご応募くださ
い。７月２日（月）まで。　〒028-3392紫波町役
場 企画課情報政策室「英語クイズ」係電子メール
joho@town.shiwa.iwate.jp

【先月号の質問（和訳）】
クラーク・ケントは誰ですか

【答え】
 スーパーマン

●5月号を見て、農産物の豊かな
紫波町を素晴らしいと再認識し
ました。(志和・60歳代)
●いつも英語クイズを楽しみにし
ています。（志和・１０歳代）
●町の情報は「紫波ネット」で入
手。いつも楽しみにしています。
（古館・80歳代）

寄せられたご意見・ご感想

　

野
村
胡
堂
あ
ら
え
び
す
記

念
館
は
こ
の
度
、篤
志
家
か

ら
の
ご
厚
志
に
よ
り
、記
念

館
と
し
て
の
価
値
が
さ
ら
に

向
上
し
ま
し
た
。

　

横
浜
市
に
ご
在
住
の
岡
堂

勝
行
氏
か
ら
、レ
コ
ー
ド
寄

贈
の
話
が
持
ち
か
け
ら
れ
た

の
は
平
成
15
年
度
の
こ
と
で

し
た
。岡
堂
氏
は
、高
校
時
代

に
野
村
胡
堂
先
生
の
レ
コ
ー

ド
コ
ン
サ
ー
ト
に
通
う
う
ち

に
レ
コ
ー
ド
収
集
を
始
め
る

よ
う
に
な
り
、20
世
紀
初
頭

の
室
内
楽
や
声
楽
、オ
ペ
ラ

の
レ
コ
ー
ド
を
、米
国
、英

国
、ド
イ
ツ
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

か
ら
個
人
輸
入
し
て
お
り
、一

昨
年
、そ
の
収
集
し
た
貴
重

な
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
含
む
約

５
０
０
０
枚
と
収
蔵
庫
の
建

設
費
と
し
て
金
一
封
の
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
た
。

　

岡
堂
氏
は
、会
社
員
と
し

て
外
国
生
活
を
し
な
が
ら
、

胡
堂
先
生
の
大
き
な
影
響
を

受
け
、な
け
な
し
の
お
金
を
つ

ぎ
込
ん
で
夢
中
で
レ
コ
ー
ド

収
集
し
た
そ
う
で
す
。し
か

も
、再
生
用
と
保
存
用
と
し

て
２
枚
ず
つ
を
購
入
す
る
ほ

ど
の
凝
り
方
で
す
。

　

当
初
は
、没
後
寄
贈
の
予

定
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、

体
調
も
思
わ
し
く
な
い
と
の

こ
と
で
生
前
寄
贈
を
決
め
ら

れ
ま
し
た
。諸
手
続
き
を
済

ま
せ
た
後
、昨
年
３
月
に
寄

贈
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

収
蔵
庫
は
、寄
付
金
を
基

に
建
築
し
、今
年
４
月
に
完

成
し
て
い
ま
す
が
、現
在
、膨

大
な
数
の
レ
コ
ー
ド
を
収
納

す
る
た
め
、目
録
作
り
と
整

理
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、胡
堂
先
生
の

生
誕
１
３
０
年
で
す
。没
後

50
年
に
し
て
、胡
堂
先
生
か

ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た

方
々
に
よ
り
、記
念
館
の
充

実
が
図
ら
れ
る
こ
と
は
、先

生
の
偉
大
さ
を
感
じ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

６
月
23
日
に
岡
堂
勝
行
様

を
お
招
き
し
、岡
堂
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
収
蔵
庫
と
し
て
落
成

式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。岡

堂
様
に
は
、健
康
の
回
復
を

願
う
と
と
も
に
、今
後
と
も
、

野
村
胡
堂
あ
ら
え
び
す
記
念

館
の
発
展
に
ご
協
力
を
乞
い

た
い
も
の
で
す
。ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、お
礼

と
い
た
し
ま
す
。

藤
　
原
　
　
孝

胡
堂
記
念
館
が
さ
ら
に
充
実

エフエム岩手ふるさと元気隊「紫波こびるFM」の
近藤菜穂子さん（左）と中村裕子さん（右）

正解者の中から抽選
で

記念品をプレゼント

町 長 か ら の メ ッ セ ー ジ

紫波ネット2012 6月号31



紫
波
の
伝
統
食
を
作
る

「
赤
飯
」「
煮
し
め
」

　
６
月
20
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
内
の
情
報
交
流

館・キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
で
、伝
統
食
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
６
月
か
ら
毎
月
開
催
す
る「
伝
統
食
講
習
会
」の
第
２
回
目
は
、

人
生
や
季
節
の
節
目
に
食
べ
る
機
会
の
多
い
、お
赤
飯
と
お
煮
し

め
で
す
。昔
は
ご
ち
そ
う
と
し
て
、お
祝
い
事
や
冠
婚
葬
祭
で
も
登

場
し
ま
し
た
。お
盆
の
お
持
て
な
し
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
日
時
　
７
月
28
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場
　
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ

　
　
　
　（
情
報
交
流
館
内・キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
）

■
募
集
人
員
　
10
人（
先
着
順
）

■
費
用
　
８
０
０
円（
材
料
費
な
ど
）

■
申
込・問
合
せ
　
受
付
開
始
は
６
月
25
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
　
情
報
交
流
館
事
務
局

　
☎（
６
７
２
）２
９
１
８

募集

食の匠　細川玲
子さん

【作り方】
小豆の煮方
①小豆の約５倍の水を加えて強火にかけ、沸騰したらゆで
汁を捨てあくを取り、また水を加えて煮る。
②水分をよく切ったもち米とゆでた小豆を混ぜ合わせる。
③蒸し器に蒸し布を敷き、②を平らに広げ、中央を少しく
ぼませ、蒸気の立った上に載せて強火で２５分程度蒸す。
④蒸し上がった③を器（ボウル）に移し、ざっくりほぐし、
うち水を入れ、よく混ぜて再び蒸し器で１０分程度蒸す。
⑤蒸し上がったら器に移して広げ、うちわであおいでつや
を出す。

もち米…………………… ３カップ
小豆 ……７０ｇ（もち米の１～２割）
うち水…… １５０ｃｃ（もち米の３割）

赤飯（４、５人分）

【作り方】
①鍋にだし汁を入れ、下ごしらえをした材料を煮えにくい順
に（ゴボウ、シイタケ、昆布、コンニャク）を入れ、八分通り
火が通ったら残りの材料を入れる。
②落としぶたをして中火で３～４分煮て、みりん、酒、砂糖を
入れ４～５分煮る。
③最後にしょう油と塩を入れ、弱火で２０分ぐらい煮て味を
なじませる。

ニンジン、ゴボウ、シイタケ、昆布、コンニャ
ク、油揚げ、焼き豆腐（乾燥豆腐）、ワラビや
フキなど、季節の野菜（サトイモやジャガ芋

など）、人数や好みに合わせて分量は調整

煮しめ

レシピ

「
食
の
匠
」

 

細
川
玲
子
さ
ん

 

の
伝
統
食
講
習
会

だし汁…………… 5カップ
みりん、酒、しょうゆ
……………… 1/2カップ

砂糖 …………… 大さじ2
塩 ……………………適量
（調味料も好みにより加減してください）


